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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　アダムの苦く闘とう













　　　　１




　窓の外には闇やみが見える。

　漆しつ黒こくの空間。

「…………」

　少年はただじっとその闇を見つめていた。

　ときどき瞬またたくもの──星があるにはあるが、それはすぐに消える。

　別にかまわない。少年は星を見ようと思っているわけではない。いや、もっと言ってしまえば、闇を見ているわけでもない。

　闇の向こうにあるもの。少年はひたすらそれを見つめていた。

　理り想そう郷きよう。楽らく園えん。

「…………」

　スッと少年の顔が曇る。

　自分が見つめていたその光景が、単なる自分の空想でしかないことが無む性しように哀しくなったのだ。

「オレたちは……」

　少年はつぶやいた。だれに聞かせるのでもなく。

「本当にたどりつけるんだろうか……」

　すでに消えてしまった闇の向こうの楽園。

　彼は……いや、彼らはなんとしてもそこにたどり着かねばならなかった。たどり着くことができなかったとき、あるのは死のみだ。戻もどる場所はどこにもない。この闇の空間に閉じこめられたまま、静かな死を迎むかえる。大半の者は冷凍睡眠コールドスリープという強制的な眠ねむりの中で。

「…………」

　宇宙という広大な闇の中では、彼の存在は塵ちりにも満たないのかもしれない。

　けれど生きたい。生き続けたい。

　地球を飛び出したときはまだ希き望ぼうがあった。地じ獄ごくのようなあの世界を脱だつ出しゆつできることは大いなる喜よろこびでさえあった。

　けれど、この旅が当てのない旅だと知らされたときから彼の中から希望というものは失うしなわれた。

　ときどき見る楽園の光景はその最後のかけら。

　自分たちは地球を脱出したのではない。地球から捨すてられたのだ。

「…………」

　少年は宇宙空間を見ることをやめた。

　心が重い。心の中で郷きよう愁しゆうと未来への不安が入り交まじって、ずっしりと重量のある黒いなにかが生まれていた。それは自じ重じゆうに耐たえられず深くどこかに落ちていく。

「だめだ、だめだ……」

　少年はつぶやき、その思いを吹ふき飛とばすかのように頭を振った。

　一人でいると考えが悪い方向に向ってしまう──。

　少年──ゲルファルト・フォン・ファウストは歩き出した。

　彼にこの旅の真実を教えてくれた者のところに向かって。

　その人物は、この恒こう星せい間かん移い民みん船せんメソポタミア号の中央コンピュータルームにいた。




　　　　２




　落ちぶれに落ちぶれた貴き族ぞくのなれの果はて。

　ファウストは人に出しゆつ自じを語るとき、そんなふうに言った。もっとも、彼自身、人に出自を語ることなどほとんどなかったが。

　地球にはろくな思い出がない。

　貴族という言葉がわずかでも尊そん敬けいを勝ち取ることができる時代はとうに過ぎていた。尊そん重ちようされるのは資し本ほん主しゆ義ぎの権ごん化げ、富とみのみだった。

　凄すさまじいまでの経けい済ざい危き機き。さらには人々の生命に直結する食しよく糧りよう危き機き。生きる延のびるために必要なものは金だけだ。名めい誉よや家名などというものはなんの役にも立たなかった。文字通り、腹はらの足たしにもならない。

　しかし、ファウストの両親はその家名にこだわった。没ぼつ落らくし、他になにも誇ほこるものがなかった彼らにとって、それは最後の拠より所どころであったのかもしれない。

　だが、その家名というものを重おもんじることは、その未み曾ぞ有うの危機の中で生きていくうえで大変な重荷となっていく。

　家名から来るプライドのため、人の施ほどこしを素す直なおに受け取ることをしない。人に物を乞こうことなど無む論ろんできない。しかし、金はない。

　プライドでは食うことができないことを知りつつも、それゆえ、なおのことプライドのみを守ろうとする。

　そんな日々を子供のファウストは耐たえられなかった。

　八歳のある日、ひもじい想おもいに耐えられず、盗ぬすみを行おこなった。店頭にあったリンゴを一つ盗んで逃にげたのだ。

　初めての盗みは最悪の結果を招まねく。

　ファウストは主人に捕つかまり、警察に突つき出された。

　家名のみを守って生きてきた両親は嘆なげくよりもまず憤いきどおった。自分たちの教育ではなく、子供のその行こう為いのみに。自分たちの唯ゆい一いつ残った美を汚けがす彼という一個人に。

　すでに精神的な崩ほう壊かいが始まっていたのかもしれない。

　両親のとった行動は常じよう軌きを逸いつしていた。わずか八歳さいの子供に対し、追つい放ほうを言い渡したのだ。有あり体ていに言えば子捨てであったわけだが、彼らは決してそうは言わなかった。家名を汚した者に正当な罰ばつを与あたえる。それが追放。

　ファウストは泣かなかった。子供ながら、彼は両親に憐あわれみを感じていた。いや、憐れみという感情はまだ理解できなかったかもしれない。けれど、この瞬しゆん間かん、彼はただ一つのことを決意していた。

　決けつ別べつ。両親との永遠の別れ。

　悲しさはあまり感じなかった。感じている暇ひまもなかった。

　無む一いち文もんで放り出されたファウストは、その時から必ひつ死しで生きねばならなかった。

　生きてやる。絶対に生き抜いてやる──

　それからの数年は地じ獄ごくの日々だった。

　すでに福ふく祉しなどというものは過去の遺い物ぶつでしかない。

　自らの力で生き抜く。幼おさない子供にとってそれがどれだけつらいものだったか。

　一四歳のとき、ファウストは両親が自殺したことを知った。生活が苦しくなり、物を乞うことよりも死を選んだのだ。家名が彼らを殺した。

　しかし、ファウストはなんの感かん慨がいも抱いだかなかった。親というものは彼にとってその程度のものでしかなくなっていた。親の愛などというものは、彼にとって幻げん想そう以外のなにものでもなかった。

　やがてファウストは「食う」という目的のためだけに、恒星間移民船に志し願がんした。彼にはそれ以外の選せん択たく肢しなどなかった。

　移民船の名はメソポタミア号。

　そして、運命の扉とびらは開かれる──




　　　　３




　いくつ偶ぐう然ぜんが重かさなっただろうか。

　本来ならば決してありえないはずなのに。

　意い識しきが生うまれ、感情が宿やどる。その感情から出た言葉に他者が反はん応のうし、やがて二人は出で逢あう。そこからコミュニケーションが生まれ、ついには愛に至いたる。

　普ふ通つうの人間同士ならばあたりまえのことかもしれない。しかし、この状じよう況きようでこれが起こったことは奇き跡せきに近かった。

　あまりにも障しよう害がいが多すぎたからだ。

　それに意識が生まれる……いや、意識が戻もどったというべきか。それがいったいどういう意味かはやがて知ることになるだろう。今はここでは敢あえて明あかさない。

　それに感情が宿る。それも述のべたとおり、本来ならばあり得ないこと。

　人としての人格を、意識を、感情を、すべてを消し去ったはずなのにそれはすべて元通りに復活した。これが第一の偶ぐう然ぜん。奇き跡せきと言ってもいいか。

　第二の偶然は彼が起きていたこと。目的地につくまではコールドスリープ状態から抜ぬけ出すことはあり得ないはずだった。しかし、事じ故こが起こり、彼だけは目め覚ざめた。そう、まさに彼だけが。

　感情から発せられた言葉にならない言葉。それに彼が反応する。普通ならただの雑ざつ音おんとしか思えないそれに。

　彼はそれを聞き、確かに感じ取った。




『さみしい……』




　その感情を。

　これが第三の偶然。

　二人は出逢う。さらにいくつかの偶然を経へて、二人はお互たがいに好意を持った。

　本来ならば決してあり得ないはずの出で来き事ごとが、見み事ごとなまでに進行していく。

　彼は彼女の姿を作った。

　彼女は彼にすべてを教えた。

　そして、二人は愛し合った。

　偶然の果てに。




　　　　４




　パシュゥゥ……




　自動ドアが開き、ファウストは中に入った。

　驚おどろいたことに、その顔には笑えみが浮うかんでいる。さきほどまでの哀かなしみはすっかり影かげを潜ひそめて。

　そこは巨きよ大だいな機械の立ち並ならぶ部へ屋や。

　この船のすべてを管理しているコンピュータたちの部屋。

　人は……いない。

　……いないはずなのに、ファウストはだれかに語りかけるように言った。

「来たよ、ローレライ」

　次の瞬しゆん間かん、応こたえるようにコンピュータが明めい滅めつした。
















第一章　目め覚ざめるとき













　　　　１




「ん……んん……」

　まぶしい。

　日ひ射ざしがまぶたの上から小お樽たるの目を襲おそう。目を閉じているはずなのにまぶしくてたまらない。

　それほどの強きよう烈れつな陽よう光こう。

「ううううう……」

　その光を避さけるように小樽は寝ね返がえりを打ち、うつぶせになった。だが、日射しは小樽に別の試し練れんを与える。

　──暑あつい。

　猛もう烈れつな暑さが小樽の身体からだをなめ回す。

　──暑い！

　たまらず小樽はうめいていた。ノドの奥おくからはい出てくるうめき声は小樽の頭の中を駆かけ回り、彼の意識を覚かく醒せいさせ始める。

　日射しはどうやっても彼を眠りの中から引き戻したいらしかった。

「う……」

　ようやく小樽の目が開いた。まだ半開きという状態だ。そのまま、息苦しかったのか、ごろんとふたたび寝返りを打ち、空を見上げる形となった。

「ぐわっ！」

　途と端たんに強烈な光が飛び込んできて、思わず悲鳴をあげる。

　慌あわてて閉じるが遅おそすぎた。

　目がチカチカとしていて、なにも見えなくなる。光の塊かたまりがまぶたの中を右往左往して、幾き何か学がく的てきな模様をいくつも見せていく。

「つぅぅぅ……ここはどこだ？」

　数分後、ようやく治った目で小樽はあたりを見回した。

　意識は完全に覚醒していた。

「えっ!?」

　だが次の瞬しゆん間かん、覚醒しているはずの彼の身体からだは動かなくなる。口をわずかに開けたまま。硬こう直ちよくしてしまったと言ってもいい。

「どういうことだ、こりゃ？」

　口を開くまでの数分間、小樽の視し界かいにあったのは砂だけだった。いや、もちろんそれ以降もだが。

「あ…………」

　一面砂ばかり。砂さ漠ばく。

　それが小樽の目の前に広がる風景だった。

「なんでオレ、こんなところに……？　……えっ!?」

　ふと気づいて愕がく然ぜんとなる。自分がなぜこんなところにいるのか、その理由がわからないのだ。

「オレは…………どうしてここにいる？」

　わからないということは要するに記き憶おくがないということだ。直前の記憶がきれいさっぱり消えている。

「あれ……あれ……そんな……？」

　ニューテキサスを出たところまでは覚えている。シーと別れ、メソポタミア号があるというニューアリゾナの砂漠に向かい……──

「そうだよ、砂漠だよ……」

　砂漠に向かったのだから、今砂漠にいるのは正しいと考えられる。かつての目的どおりだとすると、ここはメソポタミア号のあるニューアリゾナの砂漠ということになる。

「砂漠だけど……」

　けれど、小樽には砂漠に入った記憶がなかった。気がついたら砂漠にいる──そういう状態なのだ。

「あ……！」

　さらに小樽は焦あせったようにあたりを見回した。

　心臓の鼓こ動どうが早くなる。小樽をそれほど不安にさせた要因──それは大切な者たちの気け配はいがいっさいまわりになかったことだ。

「ライム……チェリー……ブラッドベリー……!?」

　姿がない。周囲のどこにも見つけられない。

「ちょっと待て……どういうことだ……!?　ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　大声で叫ぶが、三人からの返事はない。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　それからしばらくの間を小樽は三人の名を呼よび続けることで過ごした。

　呼び続けながら周囲を走り回ってみる。思わずその場で地面の砂を払はらいのけてみる。

　けれど不安は解消されない。

　いないのだ。

「…………」

　声もかすれた一時間の後、小樽は呆ぼう然ぜんと立ちつくすしかなかった。

　いつライムたちと別れたのか。砂さ漠ばくに入る前か、砂漠に入った後か。いなくなったのをまったく気づかなかったとでもいうのか。

　いくら思い出そうとしても、その部分はまるで頭の中に霧きりが立ち込めたかのようになにも思い当たらない。やはり記憶が消えている。

「うがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　いったいどうなっているんだ、おい！」

　突とつ然ぜん頭をかきむしり、その場にひっくり返ってみる。自分の頭をゴンゴンと砂地にぶつけてみる。

　だが、なんら思い浮うかぶことはない。

「思い出せ……思い出せ……思い出せ……」

　頭を強く押おさえつけながらぶつぶつとつぶやく。

　かつての記憶はすべてある。砂漠に向かった道中のこともきっちり覚えている。不安と期待の入り混まじった心情。そして、彼を心配そうに見つめるマリオネットたち──

　だが、その直後がポッカリと消えている。どうしようもない。なにも出ない。

「…………」

　あきらめたように小樽は空を見上げた。

　飛び込んでくる強烈な日射しが示すとおり、雲一つない青空だ。空は青。大地は砂だらけ。そこにいるのは小樽だけ──

「よし」

　小樽は勢いよく起き上がり、一人うなずいた。

　これからどうしよう──そんな悩みは小樽には無む縁えんだ。やることはただ一つ。ライムたちを探すこと。

「なせばなるぜ！」

　方ほう策さくなどあるわけがない。しかし、やるしかない。

　考えている時間はもう小樽には必要なかった。後は行動あるのみ。行動することだけが自分と仲間を救う。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　大声でまず叫さけぶ。

　そして、続いて数百メートル闇やみ雲くもに走る。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　小樽はこれを繰くり返しやり続けた。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　あきるなどということはない。

　あきらめるなどということはもっとない。

　そして、これは本来ならば最も重要なことなのだが、自分が遭そう難なんするという考えはまるでなかった。

　自分自身のことを省かえりみず、愛する女たちのためにひたすら行動する──確かにカッコイイといえるかもしれない。センチメンタルな者にとっては。しかし、ここは砂漠なのだ。砂漠の事情を知っている者からすれば小樽のとった行動はただ無む謀ぼうの一語に尽きる。無謀と嘲ちよう笑しようされるだけでは済すまない。それは間ま違ちがいなく死に繫つながる。

　砂漠とはそれほど恐おそろしい自然。

「暑い……」

　案の定、二時間も過ぎた頃ころから小樽の動きは目立って鈍にぶくなった。

　のどが無む性しように渇かわいてくる。無理もない。ただでさえ暑く乾かん燥そうしているのにそこで二時間もの間ずっと叫び続けていたのだから。

　むしろ、二時間という長時間に渡ってそういうことができた彼の精神力は特とく筆ひつに値あたいする。

　愛情と根こん性じよう。ただし、ほめられるのはそれだけだ。

　その代だい償しようはやがてくるであろう死であった。

「うう……」




　ドサッ……




　小樽はその場に倒たおれ伏ふした。

　暑さは彼の身体から体力を奪うばっていく。脱だつ水すい症しよう状じようも起こしていたかもしれない。視し界かいがぼやける。頭の回転もどんどん鈍くなる。

「う……ライム……チェリー……ブラッドベリー……」

　それでもさすがというべきか。自らがどうなろうと目的だけは忘れていなかった。

（いけねえ……）

　意識が薄うすれていく。

（オレ、死ぬのか……）

　思考がぼやけたことは幸運だったかもしれない。死への認識も恐きよう怖ふも希き薄はくであった。

（ライム……チェリー……ブラッドベリー……すまねえ……）

　自らの死に臨のぞんでも小樽は残していく者たちのことしか頭になかった。非ひ難なんされるべきことがあるとしたら、『女性復活』という大たい義ぎをまるっきり思い返さなかったという一点であろうが、全人類に対する使命感よりも個人的な想おもいというところが実に小樽らしいといえばらしかった。

　だがしかし、あの世はまだ小樽を必要としていないらしい。




　ドォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




「いっ!?」

　突然のことだ。

　小樽は自分の身体が空中高く持ち上げられる感覚を味わっていた。

　実際、小樽は地上からかなり離はなれた場所にいた。いきなり地中から現れたある者の頭に乗って。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　衝しよう撃げきで、ぼやけていた視界がはっきりしたそれになる。と、同時に小樽の口から飛び出したのは悲ひ鳴めいだ。小樽は自分を空中に持ち上げた者の正体を知ったのだ。

「ミ、ミミズ!?」

　蟲むし、などという文字で書けばそれが理解できるだろうか。小樽を頭に乗せているのは、巨大な砂虫サンドワームであった。

　鎌かま首くびを持ち上げた姿は地上から三〇メートルを超こす。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ……」

　悲鳴はなおも続く。だが──




　グラッ……




「えっ!?　のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　小樽は砂虫の上でバランスを崩くずし、そのまま後方にひっくり返る。




　ゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロ……




　すべり台を転ころがる玉のように回かい転てんし、小樽の身体はあっという間に大地の砂の上まで落っこちてきてた。奇き跡せき的てきにケガはない。

「ふぅぅぅ……おわっ!?」

　一いつ瞬しゆんホッとしたような表情になるが、まさにごくわずかな時間だけ。すぐに現実が襲おそいかかってきて、小樽の身体は自然にあるべき行動に移っていた。それは逃とう走そう。

「ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　小樽は思いついた方向に、どこにそんな力が残っていたのかというスピードで走り出していた。




　　　　２




「おわっ！　のわっ！　どわっ！」

　走る走る走る。ともかく走る。汗あせだくになって走る。

　砂虫から小樽は必死になって逃にげていた。それは先ほどまで死にかけていた人間とはとても思えないほどの逃げっぷりだ。

　砂虫は当然といったように小樽を追いかけてくる。砂をかき分け、時には地中に潜もぐり。

　だが、両者の間は縮ちぢまらなかった。ということは小樽はなんとか逃とう亡ぼうに成功しているというわけか。

　いや、実際は違ちがった。

　焦あせりに焦って逃げる小樽はまるで気づいていなかったが、よく見ると砂虫が不思議な動きをしているのがわかる。小樽に追いつきそうになるとわざと止まったり、地中に潜ったりして余よ分ぶんな時間をかけ、小樽との間を均きん等とうに保っていたのだ。

　ただ、追いかけるのをやめることはしない。

「はぁはぁはぁはぁはぁ……」

　火事場の馬ば鹿か力ぢから的なパワーでなんとか走り続けていた小樽だったが、とうとう身体のほうにガタが来た。

　走る速度が落ちてきて、ついには歩き出してしまう。

「水……」

　いったん疲ひ労ろうを感じると、次の瞬しゆん間かんには今まで忘れていた分が一気にあふれ出てきて、小樽はまたしても倒れてしまった。

「うう……」

　今度は死ぬ直前の感かん慨がいを持つこともできない。つまりはなにも考えられないほど疲ひ労ろうに蝕むしばまれていたのだ。ノドの渇かわきはすでに限界を超こえている。

「だ……め……だ……」

　薄うすれゆく視界の向こうに砂虫の姿が見えた。

　砂虫は止まっていた。自分を見下ろしている。まるでこちらのことを心配しているかのように。




　ドゴン……




　二度目の衝しよう撃げきも突然やってきた。

「…………!?」

　すでにそれに反応できないくらい小樽は弱まっていたが、続いて待っていたのは、彼がその瞬しゆん間かん一番求めていたものだった。




　ボシャァァァァァァァァァァァァァン！

　いきなり小樽は水の中に叩たたき込まれた。

　鼻と口の両方から水が侵しん入にゆうしてきて、小樽は思わずむせ返る。

　だが、それは恵めぐみの水だ。

　しばらくの間、小樽は水中でもがいていたが、やがて浮うき上がってきた。

「ぶはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　顔を水面から出し、今度は空気を思いっきり吸すい込む。

「はぁはぁはぁはぁはぁ……はぁはぁ……はぁ……はぁ……はぁ…………」

　息が整ととのうまではもう少しかかったが、そのころには小樽の意識も完全に元の状態に戻もどっていた。

「ったく、ひどい目に遭あったぜ……」

　キョロキョロとあたりを見回す。

　小樽が浮かんでいるのは正しよう真しん正しよう銘めい、きれいな泉いずみだ。色いろ鮮あざやかな緑の木々もまわりに連つらなっている。

「オアシスか！　やった、助かっ……あ、待て！」

　小樽はもう一度注意深くあたりを見る。ところがそれは見えなかった。小樽を追い込んでいたもう一つの原因、あの砂虫の姿はどこにもなかったのだ。

「本気で助かった！」

　空を見上げながら、しばし小樽は水に浸つかっていた。

　空にはいつの間にかうっすらと雲がかかっている。ぼんやりと小樽はその雲を見る。

「…………」

　視界の中で雲にかぶって映し出されるのはライム、チェリー、ブラッドベリーの顔だ。

　落ち着いたことで、小樽の頭の中はふたたび彼女たちでいっぱいになった。

「いったいどこ行っちまったんでぇい……」

　小樽は唇くちびるを嚙かみしめた。わずかに表情に険けわしさが混まじる。

　雲が風に乗って動いていく。

　時は刻こつ々こくと過ぎているのだ。

「…………ん!?」

　ようやく、というべきか。小樽はそのときになって初めて気づいた。雲の動きが妙みように素早いことに。

　いや、雲の動きが素早いのではない。小樽のほうが動いていた。

　けれど小樽は水に浸つかったままその場を一歩も動いていない。

　これはどういうことか？




　ズシン……ズシン……ズシン……




「えっ!?」

　かすかな振しん動どうが間かん断だんなく起こっている。

「こいつは……！」

　小樽は泉を飛び出した。

　そのまま木々を抜ぬけて走る。

　完全に木々を抜けきったとき、小樽は驚きよう愕がくの表情で立ち止まった。

「ああ……」

　砂地は遥はるか下にある。

　小樽のいるオアシスはその上をゆっくりと移動していた。

　見えるのは巨大な四本の足。そして伸のびた首。

　亀かめだ。

　小樽のいるオアシスは巨大な陸ガメの背中にあったのだった。

「…………」

　数分の間、小樽は声もなかった。その信じられない光景を前にして。

　しかし、やかで小樽はその現実を受け入れる。それを可能にさせたのは、驚きの後に来た、得えも言われぬ安心感だった。

　亀が首を回して、小樽のほうを向いたことが発ほつ端たんだった。

　一瞬、警けい戒かい心しんが先に立った小樽だが、視線が合ったとき、その気持ちを感じていた。

　なにかの温あたたかさ──

　安心できる温かさ──

（なんだ……？）

　なにかは本人にもわからない。けれど、それはかつて感じたことがある温かさ。安らぎ。

　亀の目の奥には深しん遠えんなる世界が広がっている。それは本来野生の性さがであるはずだ。だが、この巨大な陸ガメは違った。

　知性の高さ。そして、人と同じような優しさ。そんなものを感じる。

「…………」

　小樽は沈ちん黙もくした。心地よい安らぎの中で。




　ズシン……ズシン……ズシン……ズシ……




　亀は歩みを進める。

　どこに向かっているのかはわからない。

　が、小樽は安心していた。自分の不利になるであろう場所には行かないという確信があった。
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　亀の背で揺ゆられながら、小樽の思考はふたたびライムたちのことに向かう。

（今いま頃ごろ、どこでなにしてるんだ……？）

　小樽の思考に彼女たちの死はない。ただ、故障ケガをしているのではないかという心配はある。

　ともかく一刻も早く逢あいたかった。

　このとき、小樽の心配する者の中からある男のことがスッポリと抜けていたのだが、それは敢あえて言うまい。彼はあいかわらず報むくわれない身であったということだ。




　ズシッ……




「ん!?」

　亀が立ち止まった。

　思わず小樽は身体を起こして前方を見る。

　小樽の目に飛び込んできたのはなにかの遺い跡せきだ。遺跡と表現したのは、石造りの建物群で、明らかに古さを感じさせたからだ。それも一〇年や二〇年ではなく、一〇〇を超こえる年輪を。

　かなりの広さがある。

「なんだ、こりゃ？」

　遺跡……などという代しろ物ものを見るのは無論初めてだ。しかも、こんな砂漠のど真ん中で。正面には大きな門がある。なにか書いてあるが、まるでわからない文字だった。

「人が作ったものらしいけど…………ん？」

　さらに気づいたことがあった。

　遺跡のことではない。

　遺跡と対たい峙じしている亀の様子が変なのだ。

　かすかな振しん動どうが伝わってくる。それは震ふるえだ。眼がん前ぜんの遺跡を亀は明らかに恐おそれていた。




　ズシ……ズシ……




　亀がその場で方向転てん換かんを始めた。

　ゆっくりと亀の身体が動いていく。が、亀は焦あせっていた。目にそんな感情が浮うかんでいる。そして、その視線をわずかに小樽に向けたのだ。

「えっ？」

　その目は哀かなしげだった。

　なにかを訴うつたえかけている。

　一つのことを小樽は瞬しゆん時じに理解した。

　亀の恐れは我が身の恐れではない。小樽に対しての恐れなのだ。あの遺跡が小樽にとってよくないと亀が判断したということ。そして、小樽の身を案じて亀は今行動している。

「おまえさん、いったい……」

　小樽がなにかを亀に言いかけたときだった。




　バタン！

　シュォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　突とつ然ぜん、遺跡の門が開き、凄すさまじい突とつ風ぷうがまき起こる。

　突風は外から門の中へ。要するに、門が掃そう除じ機きのように空気を吸い込み始めたのだ。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　風が小樽の身体を引っ張る。




　バキッ……




　風の凄まじさはオアシスの木が根ごと引っこ抜かれて飛んでいったことからわかる。

　亀は風に逆らって動こうとするが、背中の小樽は耐たえることができなかった。




　シュォッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽の身体は風に飛ばされた。

　空中をあっという間に駆かけ抜ぬけ、小樽は遺い跡せきの門に吸い込まれていった。




　バタン……




　小樽の身体が門の向こうに消えると同時に、門の扉は閉まった。

　亀は哀かなしそうにその場で門を見つめるのみだった。




　　　　３




　そびえ立つ古びた石の建物群。

　一〇階建てのビルにも匹ひつ敵てきする建物が広い通りに沿ってずらりと並ならんでいる。

　そこは石の街まち。

「すげえ……」

　小樽はその道の真ん中に呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　だが、感動は一いつ瞬しゆんの間でしかない。

　彼にとって壮そう麗れいな建築物よりも心に留まったことは、そこに人がいないということであった。

　人っ子一人いない。無人の街。

「だれもいねえか……」

　しばらく歩き回ってみたけれど結果は変わらない。生活臭くささもいっさいない。

　やはりここは遺跡なのだ。

「…………」

　小樽はなんとも言われぬ寂せき寥りよう感かんを味わっていた。

　孤こ独どくなことに慣れているとは言い難がたい小樽であった。

　彼にはいつもだれかがそばにいてくれた。ライムたちが──

「あいつら、どこにいるんだ……」

　焦あせりが小樽の身体を苛さいなんでいた。

　この遺跡に入ったとき、もしかしたらという想おもいがあった。

　その想いが裏切られたことで小樽の焦しよう燥そう感かんは何倍にも膨ふくれ上がっている。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　突然小樽は彼女たちの名を叫さけんだ。




　ライム……チェリー……ブラッドベリー………………ライム……チェリー……ブラッドベリー……




　建ち並ぶ石のビルに声がこだまし、遠くにまで響ひびいていく。

　けれど、反応はない。

「…………」

　小樽はガックリと肩かたを落とした。

　そのときだ。




　ゴトッ……




　背後で物音が起こる。

「！」

　期待と不ふ安あんが入り混まじり、それが爆ばく発はつしたような状じよう況きようで、小樽は振ふり返った。

　前者は「ライムたちか!?」

　後者は彼に害を為なす者たち──すなわち「敵か!?」

「えっ……？」

　結論から言ってしまうと、それはどちらも違った。

　小樽の背後には確かになにかがいた。

　人ではない。マリオネットでもない。

　それは金属の物体。

　ブリキかなにかの板ばん金きんで作られた直方体が組み合わさっている。そして、両手両足らしきものがある。

　ツギハギだらけのブリキのロボット。

「なんだ!?」

　小樽は怪け訝げんな表情でそのロボットを見た。

　それ自体にも驚きだが、もっと気になったのはなぜさっきまでいなかったロボットが突然立っていたのかということだ。




　ギギギギギ……




　さびついた音を発はつしながらそいつは動き出した。

　腕うでを上げ、小樽のほうに手を伸のばそうとしてきたのだ。

　関かん節せつの動きが鈍にぶく、それは実にもどかしい動作だ。

「おっ!?」




　ギゴォォ……




　しかも、その動きは途と中ちゆうで止まってしまう。

　ガコガコとロボットの身体が小こ刻きざみに振しん動どうしていることから、どうやら動作の途中でどこかが故こ障しようして動力を伝えられなくなってしまったらしい。

「いったいなんだ、こいつは？　壊こわれてるのか……？」

　危き害がいなしと判断して、小樽はロボットに近づこうとした。

　今度も突然だった。




「小樽、どこ!?」

「マスター、どこにいるんですか？」

「小樽、いるのかい!?　返事をしとくれ！」




　懐なつかしいと表現するのは大げさなことかもしれない。しかし、耳に飛び込んできたその言葉で小樽の全身を走ったのはその感情だ。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　小樽は大声を出していた。

　すでに眼前のロボットのことは忘れている。

「ここだ！　オレはここだぁぁっ！　みんなぁぁぁっ！」
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　小樽は声のほうに向かって走り出した。

　このとき、小樽は気づかなかったが、ブリキのロボットには異い変へんが起こっていた。




　ガコン……ガコン……




　身体の振動が大きくなり、体内のモーター音も響ひびき出す。どうやら無理矢理動こうとしているらしかった。

　そして、ついに一歩足を踏ふみ出す。

　が──




　ガタン……




　その途と端たん、バランスを崩くずしてロボットは地面に転ころがった。

　小樽は振り返らなかった。やはり気がつかなかったのだろう。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　小樽の頭の中はもう三人のことでいっぱいだった。




　　　　４




（どこだ……どこにいるんだ？）

　あれから一時間以上小樽は遺い跡せきの中を走り回っていた。




「小樽、どこ!?」




　ときどきライムたちの声が聞こえる。慌あわててそちらに向かうのだが、着いた頃ころにはだれもいない。

　そんなことを繰くり返しているうちに時間が過ぎてしまったのだ。

　まだライムたちの姿を小樽は見ていない。

「どうなってんだ、いったい……」

　遺跡の一角に噴ふん水すいらしきものがある。いや間ま違ちがいなく噴水だろう。人工の池の真ん中に石像があり、そこから水が噴ふき出している。

　その噴水を囲む石の一つに小樽は座すわり込んだ。

　ふうと一つタメ息をつきながら小樽は身体の力を抜いた。

　ズシッと重い疲ひ労ろう感かんが彼を襲おそう。

（ライム……チェリー……ブラッドベリー……）

　三人の顔が次々と浮うかぶ。

　逢あいたい──

「…………」

　自分はなぜこんなにもあの三人のことを想っているのであろうか──

　疲労した小樽の頭には普ふ段だん考えない──というより無意識のうちに避さけている──事柄が浮かんでくる。

　愛いとしいと思う。

　大切にしたいと思う。

　でも、それはなぜか──

「…………」

　小樽は噴水の池をのぞき込んだ。

　そこにはどこか哀かなしそうで、それでいてどこか迷った表情の自分がいた。

　男しかいないこのテラツーで、小樽は異常な部類に入るだろう。それは人よりもマリオネットに好意を持ったからだ。

　が、小樽は自分のその性せい癖へきを、マリオネットを通して失われた〝女性〟に対する愛情と解かい釈しやくしていた。

　言ってみれば女というものに憧あこがれ、その疑ぎ似じ体験をマリオネットで──ということだ。

　しかし、それがライムたち、乙女おとめ回かい路ろを持つマリオネットの出現でどうなったか。

　女と寸すん分ぶん変わらない彼女たちの存在は、今や小樽にとってなくてはならないものになっている。

　彼女たちへの愛情もやはり生なま身みの女に対する憧れから来ているというのか。

　それを確認するよい機会は先のニューテキサスで訪おとずれた。生身の女性に最も近い存在、シーの出現によって。

　そして、シーよりも小樽はライムたちを選んだ。言えることはライムたちそのものが大切だということ。だが、それでも完全なる結論はまだ出ていない。

　なぜライムたちが好きなのか──

（もうやめよう……）

　そのことに理由付けをしたところで何になるというのか。理由付けをしなければならない理由があるというのか。

　ライムたちが好き──なぜかなどと考えること自体が無意味ではないか。乙女回路を持ったマリオネットを好きになった自分──それでいいじゃないか。

「…………」

　小樽の顔は晴れなかった。

　なにか無む理り矢や理り納なつ得とくさせようとしている自分をそこに見ていた。

「ん……？」




　カァァァ……




　ふと見ると黒い物体が空から降おりてくる。

　カラスだ。

　カラスは小樽の横に降りて水をつついた。

　続いて小樽のほうを向く。

「えっ!?」

　小さな目がなにかを訴うつたえている──そんなふうに思える。

（どこかで見たような……）

　そんな視線をちょっと前にも受けた気がする。

　それは……亀。




「小樽！」

「きゃぁぁぁぁぁっ！」

「チクショウ、こいつら！」




　突然の声に小樽の思考は中ちゆう断だんさせられた。

（この声は……！）

　ライムたちだ。

　声は奇き妙みようなところから聞こえてくる。

　小樽は慌あわててそちらを見た。

　水面を。

「あっ！」

　水面には確かに三人の姿が映っていた。しかも三人は険けわしい表情をして、戦せん闘とう態たい勢せいに入っている。

　黒い影かげが三人のまわりで動いた。

「なんだ!?　どこだ？」

　小樽は周囲を見回した。

　けれど、その場を支配していたのは静せい寂じやくのみ。変へん事じなどどこにも起こっていない。

「げっ！」

　唯ゆい一いつ気づいた異常は、できればあまり気づきたくないことだった。

　水を出していた像はションベン小僧で、なんとそれは花形の姿とそっくりだったのである。

「なんでこいつが……」

　ガックリとうなだれた拍ひよう子しにふたたび水面の映像が小樽の目に飛び込んできた。




「小樽、助けてぇ」

「ああ、だめですわ……」

「くそ、やめろッ！」




　黒い影が三人の身体を押おさえ込んでいる。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　小樽は思わず身を乗り出した。

　その途と端たん、なぜか噴水自体がグラッと揺ゆれる。

「うわっ！」




　バシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　そのまま小樽は水の中に落下した。




　カァァァァァァァッ！




　カラスが慌てたように嗚く。

　しばしの時間が過ぎ、波立った水面も静まる。が、不思議なことに小樽の姿はどこにもなかった。




　　　　５




「ぷはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　どのくらい水中でもがいていただろうか。

　小樽はようやく水面に顔を出し、胸いっぱいに空気を吸い込んだ。

　オアシスの泉といい、よくよく水に縁えんのある日である。

「ここはどこだ!?」

　周囲は暗い。

　小樽は速い流れの中にいた。

　天井には所々隙すき間まがあり、わずかな光が飛び込んでくる。

　その光で、まわりすべてが人工的に切り出された石でできていることがわかった。

　大きな水道らしい。

　そこを小樽は流されていく。

「クッ！」

　流れを横切って壁かべまで近づき、どこかにつかまろうとするが、石の表面はツルツルに磨みがき上げられていて、どうしてもつかまることができない。

　仕方なく小樽は流れに身をまかせた。




　ブーン……




　しばらく行くと、暗がりの中で虫の羽は音おとが聞こえる。

「あっ!?」

　暗くら闇やみの中、羽音は近づいてきて、小樽の頭に留とまった。

「なんだ!?」

　小樽は手を伸ばしてそいつを捕つかまえてみる。

　掌てのひらの大きさもあるそいつの殻からは硬かたい。

　カブトムシだ。

「おまえ、どっから来たんだ？」

　不ふ思し議ぎそうに小樽はカブトムシに語りかけた。

　もちろんカブトムシが返事をするわけがない。ただ手足をバタつかせるだけだ。

「おめえも疲つかれてるんだな……」

　小樽はふたたびカブトムシを自分の頭の上に置いた。

「ん!?」

　直後、小樽の目がなにかを感じた。明るい──

「あれは！」

　前方に光が見える。

「出口か!?」

　叫さけんだと同時に、小樽はその光の中に入り込んだ。

「うっ……！」

　強きよう烈れつな刺し激げきに小樽は思わず目を閉じる。

　陽ひの下に小樽は飛び出していた。水道はそこから屋根がなくなり、水路となってまっすぐ流れていた。

「つつ……！」

　やがて、光に慣れたころを見み計はからって、小樽はゆっくりと目を開けた。

　燦さん々さんと輝かがやく太陽がまず空にある。

　太陽を避さけて横を向いた小樽は、水路と平行して道があることを知った。石造りの道だ。

　そして、小樽はそこに見たのだ。

　自分の求めていた者たちの惨みじめな姿を──

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　三人のマリオネットが手て錠じようをはめられ、ロープで引かれて連れん行こうされていく。

　ライムたちを囲むのは赤い髪かみのセイバー──

　ゲルマニアのクリーガァⅡ──〝赤毛〟だ。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　叫びながら、小樽は必死になって岸きし辺べに向けて泳ぎ始めた。

　流れに逆らい、岸に必死になってしがみつく。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！　オレだ！　小樽だ！　ライム！」

　必死の叫びはようやくライムたちに届とどいたようだった。

「小樽！」

「マスター！」

「小樽ッ！」

　三人が小樽のほうを向く。

　だが──




　ビシィィィィィィィィィィィィィィィッ！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　鞭むちの音と三人の悲ひ鳴めいはほぼ同時だった。

　小樽の目は、鞭が三人の身体に触ふれた瞬しゆん間かんに走った凄すさまじい電でん撃げきをとらえていた。

「あいつらッ！」

　怒いかりの表情で小樽が叫ぶ。

「小樽ぅ……！」

　力なくライムが叫ぶ。




　バシィィィィィィィィィィィィィィィィィィィッ！




「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　歩みをせかすように、ふたたびライムたちに向かって鞭が飛んだ。

「許せねえ！」

　怒り心しん頭とうに発し、小樽は強ごう引いんに岸に登り始めた。

　ところが、まるで小樽のその行動を邪じや魔まするかのようにそのころになって流れが急きゆう激げきに速くなる。

「クッ！」

　身体が水にとられて、小樽はなかなか岸に上がることができない。

「クゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！」

　顔を真まっ赤かにして腕うでに力を込こめる。

　両腕の筋肉がパンパンに膨ふくれ上がった。

「オレは行くんだぁぁっ！」

　バネが弾はじけたように、小樽の身体は勢いよく水から飛び出した。

　その瞬間、小樽の頭の上に乗っていたカブトムシが水に落ちた。
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「はぁはぁはぁはぁ……」

　ようやく地面の上に戻もどった小樽だが、そのころにはもうライムたちの姿は見えなくなっていた。

「どこだ、ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　ライムたちがいた場所まで来ると、そこには道が三方に分かれていた。そして、その先はいずれも石の建物に繫つながっている。

「くぅぅぅぅぅ……こっちか!?」

　小樽は一番左の道に走り出そうとした。




　ガゥゥ……




「えっ!?」

　その小樽の身体がいきなり引っ張られた。

　振ふり返ると、大きな犬がいて、小樽の服にかみついてる。

「邪じや魔まするな！」

　険けわしい表情で、小樽は犬に向かって叫さけんだ。

　相当焦っていたのだろう。なぜそんなところに犬がいるのか、そういった一切のことが小樽の頭からは吹き飛んでいた。

　今、あったのはただ一つ、ライムたちを助けるということ。

　だが、このとき小樽がもう少し冷静であったなら、犬の表情に気づいたかもしれない。いや、犬の目に。

　その目も同じであった。亀やカラスと。

　どこか哀かなしげで、小樽になにかを訴うつたえかけている。

　けれど、今の小樽には通じなかった。

「離はなせよ！」

　小樽は強ごう引いんに犬から服を引き離して走り出した。




　クゥゥゥン……




　犬が哀しそうに鳴いた。




　建物に近づくと、悲鳴が聞こえる。

「あぁぁぁぁぁぁ……」

　ライムの声だ。

「ライムッ！」

　なにも考えず、小樽は正面から飛び込んだ。

「ああっ！」

　無む惨ざんな光景がそこには展てん開かいされていた。

　ライムは十じゆう字じ架かに架けられ、両りよう脇わきから〝赤毛〟に鞭むちで打たれていたのだ。

　服はビリビリと破れ、肌はだがあちこちで露ろ出しゆつしている。

「小樽……」

　小樽の姿を認め、ライムが弱々しくつぶやいた。

「野郎ッ！」

　小樽の怒いかりが爆ばく発はつした。

　無む謀ぼうにも、そのまま鞭を持っていた赤毛に突とつ進しんしたのだ。

　次の瞬しゆん間かん、赤毛の手しゆ刀とうに串くし刺ざしにされた小樽の姿があっただろう。普ふ通つうならば──

　しかし、そうはならなかった。




　ガシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　小樽のタックルを受けて、赤毛の身体はまるで組立式のマネキンのようにバラバラに飛び散った。

　いつもなら疑問に思うかもしれないそのことも、怒りの小樽は気に留めなかった。

「この野郎ッ！」

　残っているもう一体の赤毛にも体当たりを敢かん行こうする。

　こちらもバラバラになって床ゆかに転ころがった。
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　床に転がった赤毛の残ざん骸がいは、がらんどうになっている。そんなものでどうやって動いていたのか疑問に思うところだが、やはり小樽は関心を向けなかった。

「ライム！」

「小樽……」

　素早く十字架によじ登って、ライムの身体を固定していたロープをほどく。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　小樽はぐったりしたライムを抱だきかかえ、心配そうに顔をのぞき込んだ。

「うん……」

　力はなかったが、ライムはうなずいた。

　ようやく顔に笑えみが戻もどっていた。

「小樽が必ず来てくれると思ってた」

「ライム……」

　思わず小樽はライムを抱きしめた。

　が、そうやっていられる時間は短かった。

「ライム、チェリーとブラッドベリーは？」

「さっき別々の場所に連れていかれちゃった……」

「あそこか！」

　小樽は分ぶん岐きした道を思い出した。それぞれに連なる建物も。

「ライム、少し休んで後から来い！」

「うん」

　小樽はライムを置いて走り出した。

　人間と同じようにマリオネットにも自己修しゆう復ふく能力がある。小樽はそれが働いてライムが回復するまで、一人でチェリーとブラッドベリーを助けるつもりだった。




　次の建物にはチェリーがいた。

　チェリーもまた悲ひ惨さんな目に遭あわされていた。

　ロープで身体を縛しばられ、天井から吊つるされている。

　ライムのように鞭むちで打たれてはいなかったが、間かん断だんなくバケツで水をかけられていた。




　バシャァァァァァァァァッ！




「ああっ！」

　水に濡ぬれた髪かみはバラバラにほどけ、服もびっしょり濡れて垂たれ下がっている。

　憔しよう悴すいしきった表情が痛々しかった。

「チェリー！」

　ここでも頭に血が上った小樽は警けい戒かいをいっさい放ほう棄きして、突とつ入にゆうした。

　一直線に赤毛に突つっ込んでいく。




　ガランッ！




　またも赤毛はバラバラになり床に転がった。

　その場にいたもう一体も同じ運命だった。

「チェリー、しっかりしろっ！」

「マスター……夢じゃ……夢じゃないんですね」

「チェリー！」

　ここでも温ぬくもりを確かめ合う時間は少なかった。

　チェリーを残し、小樽はブラッドベリーのもとに向かった。




　もっともきつい責せめを受けていたのはブラッドベリーであったかもしれない。

　ブラッドベリーは全ぜん裸らにされ、両手足を縛しばられた状態で床に転がされていた。

　そのブラッドベリーめがけて、赤毛たちがダーツを投げつけるのだ。

　無表情の赤毛から投げられるダーツは確実にブラッドベリーの身体に突き刺さった。

「ううっ！」

　ブラッドベリーは顔をしかめ、うめいた。

　すでに抵てい抗こうする気力は失せているらしく動こうとはしない。

　それでも赤毛たちはブラッドベリーに対してダーツを投げるのをやめようとはしなかった。




　シャッ！




「ううっ！」

　続けざま二本のダーツがブラッドベリーの身体に突き刺さる。人間のように血は流れなかったが、痛みは感じていた。

　乙女おとめ回かい路ろの持つ様々な機能は人間のように振る舞うことをさせるものと、人間とは違う反応をさせるものとに二分される。刺し激げきに対する反射はこの両方を持つものも少なくなかった。特に痛みはその最も象しよう徴ちよう的てきな例である。人間が痛いと感じるのと同じように乙女回路はそれを持つマリオネットに「痛い」と感じさせることもできる。だが、例たとえば戦せん闘とうのような場合、痛いと感じることは機能の低下に繫つながる。そんな場合は「痛い」と感じさせる回路は自動的に切られた。すなわち、乙女回路を持つマリオネットが「痛い」と感じるのは人間的な場合に限られたのだ。

　この場合、それが人間的かどうかはわからないが、ブラッドベリーは痛みを感じていた。屈くつ辱じよく的てきな境きよう遇ぐうは時として感情を高ぶらせる。そんな作用が彼女に痛みを感じさせていたのかもしれなかった。

　ただ、ブラッドベリーが痛みを感じることは、その光景を見た小樽の心を大きく揺ゆり動かした。

　小樽は激げき怒どした。

　ほとんど野や獣じゆうのように小樽は咆ほう哮こうし、部屋に飛び込んでいた。

「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　飛び込みざま、小樽は赤毛の一人に蹴けりを見み舞まっていた。




　ガランッ……




　その蹴りで赤毛が大きく砕くだけ散る。

　またもがらんどうの残ざん骸がいが床ゆかに転ころがった。

　そこには多数の赤毛がいたが、興こう奮ふんした小樽はひるむことはなかった。

「こいつらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽はメチャクチャに手足を動かして赤毛に立ち向かった。

　赤毛たちは抵てい抗こうもせず、次々と小樽の前でバラバラに飛び散っていく。

「はぁはぁ……はぁ……」

　小樽が我に返ったときには、立っている赤毛は一体もいなくなっていた。

「ブラッドベリー！」

「小樽……」

　小樽はブラッドベリーを抱だき起こして、手足の拘こう束そくをはずした。

「ブラッドベリー、痛いか!?　平気か？」

「うん……」

　弱々しくうなずく。

　そのあとでブラッドベリーは少し赤くなってつぶやいた。

「小樽……恥はずかしい」

「えっ!?」

　そのときになってようやく小樽はブラッドベリーが全ぜん裸らであることを思い出し、顔を真まっ赤かに染そめた。
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　小樽は回復したライム、チェリー、ブラッドベリーとともに石の壁かべを越えて、遺い跡せきをあとにしていた。

　砂漠をずいぶんと来たところで遺跡のほうを振ふり返る。

「あそこはゲルマニアの駐ちゆう屯とん地ちなんだな」

「ええ」

　チェリーがうなずいた。

　三人の話によると、小樽たち一行はメソポタミア号に向かう途と中ちゆう、ゲルマニアの軍団に襲おそわれたということだった。

「ボクたちは捕つかまっちゃって……」

「ただマスターは最初の戦いの中で気を失われてしまわれて……」

「それでやつらも小樽のことは死んだと思ったんじゃねえのか」

「オレはそのときのショックで一時的に記き憶おく喪そう失しつになったというわけか」

　小樽は三人のほうを振り返って言った。

「けど、ともかくみんな無事で再会できたんだし……」

「うん」

　三人は笑顔でうなずく。

　が、言い出した本人のほうがその言葉を放ったまま固まってしまっていた。

　言葉が小樽の頭の中で警けい鐘しようを鳴らしていた。

「みんな無事で再会できた……？」

　おかしい──

「みんな無事……」

　違い和わ感かんがある──

「みんな……」

　だれか欠けている──

　急速に襲ってきた不安に小樽は困こん惑わくの表情をとった。

　自分でもなぜこんなに不安になったのかわからない。自分の言葉にここまで困惑するとはいったいどういうこと？

　小樽の頭の中でさまざまな光景が思い出される。

　遺跡のこと。

　小樽と接せつ触しよくした謎なぞの生物たち。

　不ふ可か思し議ぎな花形の石像。

　そして、がらんどうの赤毛たち。

　ここに来て、小樽の頭は冷れい静せいにあのときの状じよう況きようを分ぶん析せきし始めた。

　自分が勝てるわけがない。ゲルマニアの正式戦闘セイバー『クリーガァⅡ』に対して、あんなふうに──

　そして、突とつ然ぜん小樽は真実を知るのだ。違和感の真実を。

「ティーゲル、ルクス、パンターはどうした？」

「えっ？」

「それに花形は!?」

「はっ？」

　三人はキョトンとした表情になっている。

　ライムがポツリと言った。

「だれ、それ？」

「……！」

　愕がく然ぜんと小樽は三人を見回した。

「小樽、おまえさん、夢でも見てたんじゃないのかい？」

「あたしたち三人の他ほかにいるわけないですわよ」

　ライムもチェリーもブラッドベリーもとぼけている様子はない。真しん剣けんな表情だ。

　ライムが小樽の腕に手を回してつぶやくように言った。

「小樽はボクたちだけのものなんだから」

「…………」

　スッと小樽は三人から離はなれた。

　背せ筋すじに冷たいものを感じる。

「小樽……？」

「マスター……？」

「小樽、どうしたんだい？」

　小樽は瞬まばたきもせず、三人を見つめて言った。

「おまえたち……誰だれだ？」

　続いて感情を爆発させるように小樽は叫さけんだ。

「違う！　そんなわけない！　絶対にそんなわけないんだ！」

　叫び終わって三人をふたたび見たとき、戦せん慄りつが走る。

　ライムたちの三人の顔が能のう面めんのように無表情になっていた。




　ガラン……




　次の瞬しゆん間かん、音をたててライムたちが崩くずれ散る。

　がらんどうの身体の部ぶ位いがあちこちに転ころがっていた。

「ああ……！」

　呆ぼう然ぜんとなった小樽の足あし許もとに能のう面めんのライム、チェリー、ブラッドベリーの首があった。

　それを見た直後、世界は暗あん転てんした。
















第二章　目覚めてる……？
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「ん……んん……」

　ふたたび小お樽たるは目め覚ざめた。

　白く濁にごっていた頭の中がゆっくりと透すき通とおっていく。

　覚かく醒せいしていく意い識しきとともに、小樽は先ほどまでの悪あく夢むを思い出していた。

　本当のライムたちではない世界──

「えっ!?」

　そして気づくのだ。今、いったい自分がどういう状じよう況きよう下かにあるのかを。

「ここは……？」

　白い壁かべが見える。

「どこだ、ここは!?」

　小樽の目には湾わん曲きよくした壁が見えた。円えん筒とう形けいの部へ屋やだ。窓まどはない。が、扉はある。それも七つも。

「…………」

　状況はまるで変わっていなかった。

　直前までの記き憶おくがない。ニューテキサスの街まちを出発してメソポタミア号のあるというニューアリゾナの砂さ漠ばくに向むかったところまでは覚おぼえている。しかし、その後は──

「さっきまでのは……夢ゆめ？」

　振ふり出だしに戻もどったということか。

　となれば気になることはただ一つ──

「ライムたちは……!?」

　小樽は起き上がった。

　部屋の中にはやはり小樽以外だれもいない。

　……いや、いた。

「あっ!?」

　部屋の片かた隅すみにだれかが立っている。

　それは……あのブリキのロボットだった。

「夢……じゃなかったのか？」

　怪け訝げんな表情で、小樽はそのロボットに近づいた。

　……動かない。

　ロボットは動くそぶりすら見せない。

「おい？」

　小樽はロボットに手を触ふれてみる。けれど、ひんやりとした触しよつ感かんが伝わってくるだけだ。ロボットはやはり反はん応のうしない。

「おい！」

　今度はコンコンと拳こぶしで軽く叩たたいてみる。結果は同じだ。

「やっぱ壊こわれてんのか……」

　小樽はロボットに背を向けた。

　そのときだ。




　ガ……ガ……ガガガ……ガ……




「えっ!?」

　振ふり返った小樽の前でいきなりロボットが動き出した。

　ぎこちない動作で、手を小樽のほうに伸のばす。

　しかし──




　プシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……




　オーバーヒートしたのか、いきなり白い煙けむりを吐はいて動かなくなってしまった。

「なんだ!?」

　それ以い降こうは反応がない。

　ふたたび触さわったり叩いたりしてみるが、やはり同じこと。

　しばらくロボットを見つめていた小樽だが、やがて視し線せんを周しゆう囲いに向けた。

（こいつのことはしばらく放ほうっておこう）

　先ほどまでのことが現実であったのか、夢ゆめであったのか。それもしばらくは考えるのをやめた。ただ、このロボットが目の前にあるということがなにを意味するのか思わないでもなかったが。

　小樽は部へ屋やの中心に歩いていった。

　それはちょうど七つの扉とびらの中心でもある。

　まったく同じ造つくりの七つの扉。ただ一つ違ちがっていたのは色だった。

　赤、青、黄、緑、紫むらさき、橙だいだい、最後が灰はい色いろ。

「ここに入れっていうのか？」

　小樽は何なに気げなく赤い扉に近づいていく。

　そして、扉を開けた。




　　　　２




　扉を開けた小樽の眼がん前ぜんに広がっていたのは薄うす暗ぐらい酒さか場ばだった。

　木もく造ぞうの酒場。

　明あかりはランプと蠟ろう燭そくの炎ほのお。

　そして、そこにいるカウボーイハットの男たち。

　腰こしに吊つるしてあるのはリボルバーの拳けん銃じゆう。

「こいつは……なんか前にテレビで見たニューテキサスの〝西せい部ぶ劇げき〟みたいだぜ」

　小樽は前にテレビで見た、ニューテキサスで作られた映画のことを思い出していた。それはかつての地球の古こ典てん的てき作品だという。

　だがしかし、小樽の目の前にあったのは「劇」ではなかった。




　ドギュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン！




「いっ!?」




　小樽の頰ほおを弾たまがかすめ飛んでいく。

「伏ふせな！」

「えっ!?」

　横から伸のびてきた腕うでによって小樽は強ごう引いんに床ゆかに口づけすることになった。もっとも、そのままそこに頭があったら、間ま違ちがいなく銃弾に貫つらぬかれていただろうが。

　小樽は自分の頭を床に押しつけている腕のほうになんとか首を向けた。

「ブラッドベリー！」

　そこにはブラッドベリーの顔がある。ただし服ふく装そうはいつものではない。黒の足首まであるような長いドレスを着ていた。

「なにやってんだよ、小樽！　この酒場はヤツラの根ね城じろだって言ったろ！」

「はあ？」

「しかも銃じゆうを忘わすれていくなんて！　ほらっ」

「えっ!?　いっ!?」

　小樽の手にズッシリと重い物が渡わたされる。

　正しよう真しん正しよう銘めい、本物の拳けん銃じゆうだった。

「お、おい！　オレ、こんなもの使ったことが……」

「なにわけのわかんないこと言ってんだい！　保ほ安あん官かんが銃見て驚おどろいてどうするんだよ！」

「保安官!?　オレのことか？」

「もう冗じよう談だんはいい加か減げんにしとくれ！　ともかく、ここを突とつ破ぱするよ！」

　叫さけぶや否いなや、ブラッドベリーは横に大きく転ころがり、カウンターの中に入はいり込こむ。

　カウンターの陰かげでスッとスカートをまくりあげると、そこにはライフル銃が隠かくしてあった。

「行くよ、小樽！」

「いっ!?」




　ドギュンッ！




　カウンターから顔出し、ブラッドベリーはライフル銃を放った。

「ぐわっ！」

　男の悲ひ鳴めいが響ひびく。

　ブラッドベリーが引ひき金がねを引くたびにその声は続いた。

　小樽も手をこまねいていたわけではない。

　ブラッドベリーがカウンターから乗り出した瞬しゆん間かん、小樽は闇やみ雲くもに銃を放っていた。

　銃じゆう撃げき戦せんが始まると同時にただでさえ暗い店内の明かりはすべて落とされていた。相手がどこにいるかまるでわからない。

　けれど、惚とぼけてなんかいられない。本物の銃撃戦なのだ。ヘタをすれば命にかかわる。特にブラッドベリーだけは守らなければ──

（あれ……？　マリオネットって、銃に撃うたれるくらいなら平へい気きだったんじゃ……）

　そんなことが思い出されたときだ。

「やったよ、小樽！」

「えっ!?」

　いつの間にかブラッドベリーが横に来ていた。

「相手はみんなやっつけたよ！」

「そうか、それはよかっ……」

「さあ、いよいよ決戦だよ！　残りのヤツラは町はずれで待ってる！」

「は？　ちょっと待まった！　そりゃいったい……」

「いいから！　すぐ行こう！」

　考える暇ひまを与あたえないかのように、ブラッドベリーは無む理り矢や理り小樽の手を引ひっ張ぱって走り出した。

「お、おい！」

「早く！」

　扉を出る瞬間、店内が一いつ瞬しゆん明あかるくなる。

　そのとき小樽の目は撃たれて倒たおれているはずの男たちの姿をとらえることができなかった。床の上にはきれいにテーブルが並んでいるだけだった。




　小樽はブラッドベリーに引っ張られ、映画で見たとおりの「西部劇」の町まち並なみを走っていた。

「おい、ブラッドベリー、相手とやらはなんなんだ？　オレには未いまだに事じ情じようが……」

「相手はこの町で好すき勝かつ手て暴あばれるシラタキ一家だよ」

「シラタキ一家!?」

「やつらを倒さなきゃこの町に平和が来ないんだ！」

「はあ……」

　小樽はまだ自分の立場に慣なれていなかった。

（オレはこの町の保ほ安あん官かんで、今は悪事を働はたらくシラタキ一家との決けつ闘とうに向かうところ……）

　設せつ定ていはわかった。だが、なぜ自分がそんなことをしているのか──

（そうだよ。オレはこんなことをしに扉を開あけたんじゃ…………オレは、真しん実じつを……）

　だが思し考こうはまたしても中ちゆう断だんされた。

「いたよ、小樽！」

「えっ!?」

　確たしかに建たて物ものの切きれた町まち外はずれに男たちが立っていた。ざっと二〇人はいるだろう。

　だが、小樽の視線は男たちで止まらなかった。

「あれは………」

　男たちの後うしろには砂さ漠ばくが広がっていて、そこにはあの巨きよ大だいな砂虫が鎌かま首くびを持ち上げていたのだ。

（あいつがいるってことは……!?）

　だがどうしても小樽は考える時間を持てないらしい。またしてもブラッドベリーの声で小樽は我に返った。

「やるよ、小樽！」

「お、おい！　二対二〇じゃいくらなんでも無む理りだ！」

「無理じゃないよ！　ほらっ！」

　ブラッドベリーがスカートをまくりあげる。

　なんと今度はそこから巨きよ大だいなガトリングガンが出てきた。

「どうなってんだ、そのスカート？」

「いいから！　ホイッ、戦せん闘とう開始！」

　ブラッドベリーがガトリングガンのレバーを回した。




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！




「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　勝しよう負ぶは一瞬で着いていた。

　男たちは悲鳴を上げ、もんどり打って倒たおれ込む。

　気がつくと、立っている男は一人もいなかった。

「やった！　勝ったよ、小樽！　あんたのおかげさ！」

　ブラッドベリーが小樽に抱だきついてきた。
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　けれどブラッドベリーとは対たい照しよう的てきに小樽は困こん惑わくした表情を浮うかべていた。

「えっ？　オレはなにもしてないけど……」

「あんたは最高の保安官さ！　この町の英えい雄ゆうさ！」

「いや、だからオレはなにも……」

「小樽、結けつ婚こんしてくれ！　この町にあたしとあんたの子し孫そんを残そう！」

「おい、ちょっと待て！」

　ブラッドベリーは今度はスカートの中からベッドを取り出した。

　もう小樽は驚おどろかなかった。

「さあ、小樽！」

「ま、待て！　こんな往おう来らいでなにしようっていうんだ!?」

「なに言ってんだい！　子孫を残すってのは人間にとって一番大切なことだよ！　あたしゃ人に見られてようがぜんぜん恥はずかしくないよ」

　ブラッドベリーはもう脱ぬぎ始めている。

「だから、待て！　オレにはやることがあるんだよ！」

「なんだい!?　あたしより大切なことなのかい？」

　怒おこったようにブラッドベリーが小樽をにらみつける。

　けれど、小樽はひるまなかった。

「よく聞いてくれ、ブラッドベリー！　オレはこの世界のことが信じられないんだ！　いったいこの世界はなんなんだ？　どこだ、ここは？　それに、あの砂虫！」

　そう言って小樽は振ふり返った。

「あっ！」

　だが、そこには砂虫はおろか、砂漠もなかった。

　広がっているのは赤あか茶ちやけた荒こう野やだ。

　もう一つ、ガトリングガンで倒れたはずの男たちの姿も見えなかったが、もう小樽にはさしたる問題ではなかった。

　小樽はブラッドベリーのほうを見ないままで言った。

「ブラッドベリー……ライムたちはどこにいる？」

「だれだい、そりゃ？」

「えっ……!?」

「だから、そのライムってのはだれだい？」

「…………」

　小樽はゆっくりとブラッドベリーを見た。

　ブラッドベリーは微笑ほほえんでいる。

　しかし、もはやそこに感情はない。

「違う……」

　小樽は叫んだ。

「違う！　ここは違う！　違うんだ！」

　その瞬間、小樽の視し界かいは真まっ暗くらになった。




　　　　３




「ここは……！」

　小樽はふたたびあの七つの扉とびらのある部へ屋やに立っていた。

　赤い扉だけが開いている。ドアの向こうは漆しつ黒こくの闇やみだ。

「…………」

　小樽は今度は緑の扉の前に立った。

「一つずつ調べるしかないか……」

　静かに緑の扉を開けた。




「えっ!?」

　扉の向こうは見み渡わたす限かぎりの海うな原ばらだった。

　緩ゆるやかな波なみの音が小樽の耳に飛び込んでくる。

「いったいこいつは……!?」

　小樽のいる場所は船の上だった。木もく造ぞうの帆はん船せんだ。

　三本のマストには真まっ黒くろな帆ほが張はられている。そして、その帆の中央に描えがかれた白い髑どく髏ろが印いん象しよう的てきだった。

「これって……まさか……海かい賊ぞく船せん!?」

　小樽はいつか花はな形がたに連つれて行かれたジャポネス花はな屋や敷しきのことを思い出していた。このジャポネス最大の遊ゆう園えん地ちのアトラクションの中に「対馬つしまの倭わ寇こう」という海賊のアトラクションがあったのだ。




　カァァァァ……




「ん!?」

　陸りくが近いのか、船の上をカモメの群むれが飛んでいく。だが、聞こえた鳴なき声ごえはカラスのものだった。

「あれ？」

　カモメの群れの中に一話だけ黒い鳥がいたように見えたが、すぐに通り過ぎてしまって確認はできなかった。

「小樽！」

「えっ？」

　背はい後ごから呼び止められ、小樽は振ふり返った。

　そこにいたのはパンターだった。その格かつ好こうは一言で言ってしまえば海賊船の船長──

「パンター……パンターだよな」

「変な小樽だな……オレはオレだ」

「で、聞くけど、ここは海賊船で、おまえさんは船長ってわけか？」

「今いま更さらなにを言ってるんだ、小樽。この船はあたしたちの船じゃないか」

「…………」

　パンターの話によれば、自分たちは七つの海を暴あばれ回る海賊で、さまざまな冒ぼう険けんの末すえ、ついにかつての大海賊〝キャプテン・シラタキ〟の宝の地図を手に入れ、今それをとりに向かっている──ということだった。

　だが、小樽はパンターの話をあまり聞いていなかった。

　パンターが話している間中、険けわしい表情で考え込んでいた。

　現在の自分を──

（いったいだれがなんの目的でこんなことを……？）

　目の前で繰くり広ひろげられる光こう景けい。それは空くう想そうの世界。

　小樽は頭の中で自分たちの世界のことをもう一度整理してみる。

　自分はテラツーというプラズマが飛とび交かう厳きびしい自し然ぜんの星に生まれた。しかも、人間は男しかおらずクローンで増えるしかなかった。そのクローン増ぞう殖しよくが限げん界かいまで近づき、人類は死し滅めつの断だん崖がいに追い込まれていた。人じん類るい存そん続ぞくの方ほう策さくは女性を復ふつ活かつさせること。そして、そのための鍵かぎが、この星に唯ゆい一いつたどりついた女性、ドクター・ローレライの残した乙おと女め回かい路ろを持つマリオネットたち。そして自分は彼女たちとともに、女性復活を求めて人類をこの地に連れてきた〝箱船〟、メソポタミア号をめざして旅をしている──

　そこは夢などなにもない、冷れい徹てつな現実の世界。

　それなのに今小樽が味わっているのはなんだ？

　本当に夢か？

　それともこれは現実のことで、なにかしら意味があることなのか？

　逆に考えれば、現実世界ゆえのなにかの罠わななのかもしれない。

（……なぜ彼女たちは夢物語を平気で演えんじていられる？）

　夢ならば説明がつく。夢だから、という説明が。

　けれど現実だとしたら──

「小樽！」

「…………」

「小樽ってば！」

「えっ!?」

　気がつくと、パンターが不安そうに小樽を見つめていた。

「やっぱ変だぜ、小樽……オレ、なにかしたか？」

「いや……そんなことないよ」

「でも……」

「そんなことない、そんなことない！」

「…………」

　必ひつ死しになって弁べん明めいするが、パンターの顔から不安な表情が消えることはなかった。

　それが小樽の胸むねを痛いためる。

（このリアルさ……これが夢か？）

　小樽は決意したように言った。

「パンター！」

「うん？」

「オレを殴なぐってくれ！」

「えっ!?」

「なにも言わずにオレを殴って欲しいんだ、思いっきり！」

「けど、そんなことしたら小樽が……」

「あ、えっと……死なない程度に」

「……わかった」

　パンターが拳こぶしを振ふり上げる。

（夢かどうかはこれで……）




　ドゴッ！




　凄すさまじいストレートが小樽をとらえた。

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽の身体からだは後方に大きく吹ふき飛とばされた。

（すげえ、痛いてぇぇぇぇぇぇぇぇ……）

「小樽ッ！」




　アホォォォォォ……




　パンターの声とともに、カラスの鳴き声が聞こえた瞬間、小樽は気きを失うしなった。




　　　　４




「あ……！」

　気がつくと、小樽はまたあの扉とびらばかりの部へ屋やにいた。

　緑の扉も開け放はなたれ、その向こうには赤い扉と同じく漆しつ黒こくの闇やみが広がっている。

「あれ……痛いたくない……」

　パンターに殴なぐられた痛みはすっかり消えていた。いや、それとも初めから痛みなどなかったのか──
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（夢なのか、やっぱり……？　けど、夢じゃないとしたら、いったいオレになにをやらせたいんだ？）

　答えはやはり扉の向こうにしかない。

　小樽は今度は橙だいだい色いろの扉を開けた。




「……まぶしい！」

　天てん井じようの照しよう明めいが目に飛び込んでくる。




　ワァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　続いての大だい歓かん声せい。

　そこはリングの上だった。

「えっ!?」

　小樽はグローブをつけ、リングに立っていた。

　そう、今はまさにボクシングの試合の真まっ最さい中ちゆう──

（いきなりかよ……!?）




　シャッ、シャッ！




「いいっ!?」

　キレのいいジャブが来る。

　それを小樽は無む意い識しきのうちに腕うででガードしていた。

　相手の顔は照明の加か減げんか、はっきりとは見えない。ただ、髪かみ型がたがよく知っているけどあまり思い出したくない人物に似にている気がした。




「打ち合えぇぇ、ピストン小樽ッ！」

「行けぇ、シラタキ花形！」




　観かん客きやくの声せい援えんが飛ぶ。

（ピストン小樽だぁ？　それにシラタキ花形……）




「小樽ッ！　小樽ッ！　右よ、右！」




　リング下からも声が飛ぶ。

　聞いたことのある女の声──

（ティーゲルか!?）

　小樽はちらりとコーナーのほうを見た。

　そこにトレーナー姿でいるのは間ま違ちがいない、ティーゲルだ。

　だが、わずかでも相手から目を離したのはこういう場合取り返しのつかない失しつ策さくとなることが多い。




　ドゴッ！




「ぐはっ！」

　案あんの定じよう、シラタキ花形の右ストレートが小樽の顔がん面めんをとらえた。

（しまった……）

　そのままシラタキ花形のラッシュが始まる。

　正せい確かく無む比ひな機き械かいのごとく、シラタキ花形は小樽のガードの甘あまい部分に次々とパンチを打ち込んできた。

　動どう揺ようしている小樽はよけることができず、そのほとんどを喰くらってしまう。

　顔かおにも腹はらにも。

　クリンチして逃にげることもできない。

（だめだぁぁ……）




「小樽ぅぅっ！」




　ティーゲルの悲鳴にも似にた声が響ひびいた。

　意い識しきは朦もう朧ろうとなり、このままダウン……と思われた時だった。




　カーン……




　小樽はゴングに救すくわれた。

　ふらつく足取りでコーナーに戻もどってくると、水を持ったティーゲルが待まちかまえていた。

「バカッ、なに試合中によそ見してるのよ！」

「いや、オレは……」

「なんのために今日までつらい減げん量りように耐たえてきたと思ってるの！　試合に勝つためでしょ！　勝ってチャンピオンになるんでしょ！」

　ティーゲルは目に涙なみだを浮うかべて、怒おこったように叫さけんでいた。

「ティーゲル……」

　その瞬しゆん間かん、小樽はなにも言えなくなっていた。

　この世界が夢なのか、現実なのか。自分がなぜいきなりボクシングの試合をやらなければならないのか。いや、そもそもこういう世界を遍へん歴れきさせられる自分はなんなのか。あの七つの扉の部屋はなにか。

　聞きたいことはいろいろとあった。

　けれども、このとき、それらすべてがどうでもよくなりつつあった。ティーゲルの涙によって。

　今必要なのは──試合に勝つこと。




　カーン……
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　インターバルはあっという間に過すぎた。

「行くぜぇぇっ！」

　自らに気合いを入れるためか、小樽は大声で叫さけびながら前に出た。

　一分間の休きゆう息そくで、小樽のコンディションはかなり回かい復ふくしていた。身体も動く。




　シャッ！　シャッ！　シャッ！




　相手は前のラウンドの勢いきおいそのまま一気に前に出てくる。

（ここは耐えろ……）

　小樽は必ひつ死しでそれをガードし、足を使って逃にげ回った。

　現げん段だん階かいでは自分のほうが圧あつ倒とう的てきに不ふ利りだ。

　だが、ここは耐たえて耐えて耐えまくるしかない。

　そして、ワンチャンスを待つのだ。相あい手てが焦じれて見せる隙すきを。




　シャッ！　ドゴッ！




（クッ……）

　シラタキ花形のジャブは、ジャブでありながらなかなかに重い。

　ガードする腕うでにも痛みが増ます。

（我が慢まんだ、我慢……）

　もっとも、観かん客きやくのほうはその小樽の気持ちがわからないようだった。




「逃げるな、小樽！」

「なんだよ、つまんねえぞ！」

「シラタキ！　弱よわ虫むし野や郎ろうを葬ほうむっちまえ！」




　観客のヤジが気にならないわけではない。

　けれど、小樽を元気づけるただ一つの声も響ひびいていた。




「小樽！　いいよ、いいよ！　そのまま、そのまま！」




　ティーゲルだ。

（ティーゲル……）

　自分の考えをちゃんと理解してくれている──

　声に勇ゆう気きづけられ、小樽はよけるのに専せん念ねんした。




　カーン……




　ゴングが鳴なる。

　結けつ局きよく、この回、小樽は一度も自分から打ちかかることなくよけ続けた。レフェリーから警けい告こくを受けたほどだった。

　しかし、小樽は気にしていない。

　判はん定てい勝がちはあり得えない。リングの上で立っているか、倒たおれているか。

「最終ラウンドよ」

　息を整ととのえる小樽の耳みみ元もとでティーゲルがささやくように言った。

「わかった……行って来る」

「小樽！」

「えっ!?」

　立ち上がりかけた小樽のグローブをティーゲルはつかむ。

「試合に勝ったら……受けるわ、プロポーズ」

「へっ!?」

「だから勝って……あたしのために！」

　ティーゲルの真しん剣けんな表情に、小樽は思わず大きくうなずいていた。




　カーン……




　最終ラウンドが始まった。

　このラウンドも小樽はよけることから始める。決して自分からは打っていかない。




「なんだよ、小樽！　勝つ気あるのかよ！」

「チキン野郎！」




　観客のヤジは相変わらずだ。

　が、小樽はもう気にならなかった。

　展てん開かいは小樽の考え通りになりつつある。

　ポイントで勝っているはずの相手に大おお振ぶりが目め立だつようになってきているのだ。

　シラタキ花形は焦じれていた。

　観客の声せい援えんがそれに拍はく車しやをかける。




「シラタキ！　こんなヤツ、ＫＯできなかったら恥はじだぞ！」

「チャンピオンとして、ヤキいれてやれ、小樽に！　シラタキ！」

「シラタキ！　シラタキ！　シラタキ！」

「シーラタキッ！」




　館かん内ないの声せい援えんのほとんどはシラタキに向かう。

　そして、シラタキはそれに踊おどらされ始めている。

　シラタキはブンブンと振ふり回し、スタミナを消しよう耗もうしている。

　観客を敵に回したことが、結果的に小樽を優ゆう位いに立たせることになった。

（あとは見み極きわめるだけ……）

　一発を小樽は狙ねらっていた。

　狙いは相手が右を放はなった瞬間──




　シャァァァッ！




　待まち望のぞんでいたそれが来たとき、小樽の身体からだは自し然ぜんと反はん応のうしていた。

「おらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　黄おう金ごんの左！

　絶ぜつ妙みようのカウンター！

　クロスカウンター・スペシャルッ！




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　シラタキの右は小樽の顔がん面めんに一センチ届とどいていなかった。

　逆ぎやくに、小樽の左は見み事ごとなまでにシラタキ花形の顔面をとらえていた。

　表情はよくわからなかったが、シラタキの顔がひしゃげている。




　グラッ……




　シラタキの身体が大きく揺ゆれた。




　ドコッ……




　シラタキの身体はリングに仰あお向むけに倒たおれ込こんだ。

　小樽の目にはそれがまるでスローモーションのように映うつっていた。




「……テン！」




　レフェリーの声を小樽はしっかりと聞いていなかった。

　打ちならされるゴングと、大だい歓かん声せいの中、小樽の右手はしっかりと上げられる。

　気がつくと、ティーゲルが自分を抱だきしめていた。

「小樽、小樽、小樽、小樽ぅ……」

　ティーゲルは泣いていた。

　顔は喜よろこびにあふれている。

「結けつ婚こんしましょ、結婚！」

「…………」

　うなずこうとした瞬間、小樽の脳のう裏りに今まで忘わすれていたことがすべて蘇よみがえってくる。

「ティーゲル……この世界は……」

「えっ!?」

「現実か？」

「なに言ってるの？」

「男がいて、女がいて……結婚ができる世界なのか？」

「そうよ」

「…………」

　強きよう烈れつな違い和わ感かんが小樽を支し配はいする。

「違うよな……」

　そうつぶやいた瞬間、小樽の視し界かいは暗あん転てんした。

　最さい後ごに小樽はリングが巨きよ大だいな亀かめの背せに乗のっているのを見たような気がした。




　　　　５




　またも小お樽たるはあの扉とびらの部へ屋やにいた。

（いったいだれがなんの目的で……）

　そう言いながら小樽は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑わらった。

　これはすべて小樽の夢ゆめかもしれないのだ。その場合、なんのために、などという質問は意味がない。

「夢か現うつつか……」

　それを見み極きわめるためにも小樽は扉に入るしかないのだ。




　ギィィィィ……




　小樽は青色の扉を開けた。




「おかえりなさい、あ・な・た！」

　扉の向こうではいきなりチェリーが三つ指ゆびついて待まっていた。

「えっ!?　お、おい、チェリー？」

　ふと見ればチェリーの格かつ好こうはいかにも若わか奥おくさんといった格好。エプロンも実にかわいらしく似に合あっている。

　振ふり返って我わが身みを見てみると、なんと小樽は背せ広びろ姿すがただった。

（オレは勤め人サラリーマンってわけか？）

「あーん、だめよ、あなた！」

「えっ!?」

「いつものようにあたしを抱だき上げて、『ただいま』って言いながらチューをしてくれなくちゃ」

「いっ？　オレ、いつもそんなことやってたっけ？」

「やってる、やってる！　だから、早く、早く！」

　チェリーは身体を小樽に預あずけてきた。

　仕し方かたなく小樽はチェリーを抱だき上あげる。

「早くチュー！」

「うっ……」

「ねえ、チューは？　チュー！」

　チェリーは完全にその気で目めを閉とじて唇くちびるを突つき出だしてくる。

　が、小樽は照れくささが先に立って、とてもできるものではなかった。

「ううう……」

　まるでダラダラと脂あぶら汗あせまで流して、硬こう直ちよくしたまま動かなかった。

「あなた？」

　いつまでたってもキスがこなかったせいか、チェリーが不満そうに目を開ける。

「あたしのこと嫌きらいになったの？」

「い、いや、そういうわけじゃなくて！」

「じゃあ、チューして、チュー！」

　仕方なく、小樽はチェリーのオデコにキスをしようとした。

　そっと顔をオデコのほうに持ってくる。

　そして──




　チュッ！




「うご!?」
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　だが、小樽の口は見み事ごとにチェリーの唇にくっついていた。

　キスしたままの状態で、チェリーがニヤリと笑った。

「むむむもむはふはははふふへるは（あなたの性格はわかってるわ）」

「うぐっ、むぐっ」

　小樽は必ひつ死しに唇を離はなそうとするが、そうはさせじとチェリーはタコのように引っ付いて離れない。

「んんんんんんんんんんんんんんんん……ぷはぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ようやく力まかせに引っぱがしたとき、小樽は呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいる寸すん前ぜんだった。

　それにしても、たかがキスで死にかけるとは──

「ぜいぜい……はあはあ……ぜいぜい……」

　ぐったりと疲つかれ切きった小樽に対して、チェリーはますます元気になっている。

「ぷはーっ、おいしかった！　ごちそうさま、あなた！」

「あ、ああ……」

「ねえ、あなた、それで……ご飯はんにする？　お風ふ呂ろにする？　それとも……寝ねるぅ？」

　最後の言葉を紡つむぐときのチェリーの顔は期き待たいと興こう奮ふんに満みちあふれている。

「いいっ!?　そ、そうだ、メシ！　メシくれ！　メシ！」

「ぶう。はぁ～い……」

　どこか不満そうにチェリーは廊ろう下かの奥おくに入っていった。

「ふぅぅ……」

　小樽は大きくタメ息をついた。

（いったいなんなんだ、今回は？　オレとチェリーはもう夫婦ってことか？）

　だが騒そう動どうは次から次へと起こる。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　奥からチェリーの悲ひ鳴めいが響ひびく。

「どうした!?」

　慌あわてて小樽は奥へと飛び込んだ。

　そこはキッチンだ。

「どうしたんだ、チェリー？」

　流し台の前でチェリーがペタンと床ゆかに座すわり込こんでしまっている。そして、この世の最大の恐きよう怖ふに遭そう遇ぐうしたとでもいう表情で叫さけんだ。

「ゴ、ゴキブリ！」

「えっ!?」

　チェリーが指ゆび差さした方ほう角がくには、確かに黒い虫が這はっていく姿が見えた。

　だが、ゴキブリにしてはいかにも遅おそい。

「あれ？」

　それはよく見るとカブトムシであった。

　カブトムシはのそのそと冷れい蔵ぞう庫こと壁かべの隙すき間まに入っていった。

（あれは……前の砂さ漠ばくの水道の中での……）

「やっつけてくれた？」

「えっ？　あ、うん……」

「きゃあ、さすがはあなた！　お礼れいのチューよ！」

「いっ!?」

　またしても呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいるほどのキスをもらってしまう小樽だった。




「ふぅぅぅ……ったく、どうも落ち着かねえな」

　食事の支し度たくができるまで待っててと言われた小樽だったが、どうにも居い心ごこ地ちの悪さを感じている。

　それは部へ屋やの模も様ようにあった。

　ピンク、ピンク、ピンク。ピンクのオンパレード。しかも花はな柄がら。おまけにカーテンからティッシュカバーからすべてフリルつき。

　完全な少しよう女じよ趣しゆ味みの部屋だ。ただ、小樽の感かん覚かくだと悪趣味の分野に入りかけているのだが。

「お待たせぇぇぇ」

　声がして、ようやく待まち望のぞんだチェリーが戻もどってきた。

　が、チェリーを見た瞬しゆん間かん、またしても小樽は凝こり固かたまってしまう。

「えへへ、あ・な・た」

　チェリーは裸はだかの上にエプロン一枚の姿だった。

「恥はずかしいけど……あなたのためですもの」

「…………」

　小樽のほうは未だ硬こう直ちよく中ちゆう。

　もっともチェリーのほうは意にも介かいさない。テーブルに料理を次々と並ならべていく。

「さあ、あなた、いっぱいいっぱい召めし上がれ」

「あ……いいっ!?」

　テーブルの上の料理を見てさらに愕がく然ぜんとなる。

　ウナギの蒲かば焼やき。ニンニクの丸ごと炒いため。スッポンの姿すがた煮に。その他、各種内臓系の肉料理。留とどめは蝮まむしい入りのジュース。

「こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こいつは!?」

「やーん、あなたったら！　夜のお・つ・と・めのために決まってるじゃないの！　きゃん、恥ずかしい！」

「夜のおつとめ……!?」

「そうよ！　早く子供を作りましょう！　あたし、あなたの子供が産うみたいの！　たーんと召めし上がってね！　そいでもって、そのままベッドに直行よッ！」

　期待に瞳ひとみを輝かがやかせながらチェリーが叫さけんだ。

　しかし、その言葉は小樽に現実を思い出させるのに充じゆう分ぶんだった。

「子作り……」

「そうそう。子供の名前なんだけど、男の子だったら子こ樽たるちゃんでいいわよね。女の子だったら……う～ん……ピーチかな？」

「チェリー、今、子供を作るって言ったよね」

　小樽の顔は真しん剣けんになっていた。

　逆にそんな小樽を見て、チェリーの顔には不安が広がる。

「え、ええ」

「子供は人間の男と女が作るんだ」

「変なあなた？　なにあたりまえのこと言ってるの？」

「そうか……それがあたりまえの世界なんだね」

「そうよ」

「オレのいた世界は……あたりまえの世界じゃなかった。こっちが夢なのか……それともあっちが夢なのか!?」

「あなた？」

　小樽は立ち上がって叫んでいた。

「だめだよ！　向こうの世界を見捨てることはできない！　こっちの世界がまともならば、向こうの世界もまともにしなきゃ！」

　叫び終わった瞬間、世界は暗あん転てんした。




　　　　６




　変わらぬあの部へ屋や──

　小お樽たるはまた新しい扉とびらの前に立った。

　今度は紫むらさきだ。

　なにかが小樽の頭の中で形作られつつある。

　それを完全なものにするためにも小樽は扉を開けなければならなかった。

「行こう……」

　小樽は紫の扉を開けた。




　扉を開けると、そこは雪ゆき国ぐにだった。

　一いち面めんの銀ぎん世せ界かい……のはずだが、小樽はきちんと確認することができなかった。

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　凄すさまじい横よこ殴なぐりの吹雪ふぶきで、目も開あけられないほどだ。

「なんだ、これは!?　ううう……寒い！」

　どうやらここは雪山で、小樽は吹雪のまっただ中に放ほうり出されたらしい。

　一いち応おう、いつの間にか防ぼう寒かん具ぐを着ていた小樽だが、それがまるで役に立たない。

　風と雪の作り出す寒さは小樽の身体からだからどんどん体力を奪うばっていく。

（やべえ！　このままじゃ命に関かかわる！）

　どこかに避ひ難なんを──と考える小樽だが、視界はまるで効きかないし、第一ここがどこだか皆かい目もくわからないのだ。

（遭そう難なんして死ぬのか……？）

　そのときだ。

「ん!?」

　小樽はいきなり足を引ひっ張ばられた。

「なんだ？」

　なんとか目を開けると、一いつ匹ぴきの犬が小樽のズボンの裾すそを嚙かんで引っ張っている。

「あれ……おまえ？」

　それがあの砂さ漠ばくの遺い跡せきで見た犬であることを小樽は思い出した。

「ついてこいって言ってるのか？」

　小樽の言葉がわかるのか、犬はワンと鳴く。

　そしてゆっくりと走り出した。

「行くしかないか」

　小樽は見み失うしなわないように必死になって雪の中を歩き始めた。




　時間にしたらそれは一〇分も経たっていなかったかもしれない。しかし、小樽には一時間にも二時間にも感じられた時間だった。

「こいつは！」

　小樽の目の前に頑がん丈じような小こ屋やが出現していた。

　雪山の避ひ難なん小屋らしい。

　ほとんど雪に埋うまっていたが、天てん井じよう近くの窓はなんとか開いた。

　やっとの思いでその中に転ころがり込こむ。

「助かったぁ……」

　中はそんなに広くないが、部屋の中央には囲い炉ろ裏りがあった。奥おくには薪まきも大量に積つんである。

「うう……まだ寒いぜ」

　小樽は慌あわてて薪に火をつけ、暖だんをとった。

　しかしなかなか暖あたたかくならない。凄すさまじい吹ふ雪ぶきで、下着まで水が染しみ込んでいたせいだった。

「あれ？」

　そのときになって、小樽はようやく犬の姿が見えないことに気がついた。

「どこ行ったんだ？　まさか……まだ外!?」

　慌てて扉のほうに向かう。

　ちょうど小樽が扉の前に立ったとき、いきなり扉が開いた。




　ヒュォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……




「うわっ！」

　いきなり顔面に吹雪を浴あび、小樽は思わずのけぞった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声が飛ぶ。

「えっ？」

　目を開けると、立っていたのはルクスだった。

「ルクス、どうしてここへ？」

「いやですわ、小樽様。私たち、一いつ緒しよに山に来たんじゃないですか」

「へっ？」

「吹雪の中で小樽様とはぐれてしまって……でも、こうして再会できたなんて、ルクス、幸せです！　小樽様ぁ！」

　ルクスは感激の面おも持もちで小樽に抱だきついた。

　──冷たい。

　事情はどうあれ、ともかくルクスに暖だんをとらせることが先決だった。

「ルクス、身体からだが冷えてる！　火のそばに！」

「ありがとうございます」

　ルクスを囲炉裏の横に連れてきて、小樽はさらに薪をくべた。

「ところでルクス、来る途と中ちゆう、犬を見なかったかい？」

「犬ですか？　見ませんでしたけど……」

「そっか……」




　パチパチパチ……




　勢いきおいよく火がはぜる。

　小樽もルクスも黙だまってその火を見つめていた。

（ルクスと二人っきりで雪山か……）

　ふと小樽は思い出した。ルクスの身体からだに触さわったとき、それが冷たかったことを。それは機械の身体の冷たさではない。

　生なま身みの冷たさ──

（生身……人間なんだ）

　考えてみれば、今までの世界、ずっとマリオネットたちは人間だった。

　ブラッドベリーも、パンターも、ティーゲルも、チェリーも、そしてルクスも、人間として生きているのだ。

（やはり夢ゆめの世界か……）

　ずっと行動をともにしてきた彼女たちはマリオネットであったはずだ。それが夢だとは考えにくい。いや、考えたくなかった。

「小樽様……」

　ルクスの声で小樽は思し考こうを止めた。

　ルクスを見る。

「！」

　顔が真まっ青さおだ。

「どうした!?」

「小樽様……あたし、寒い……」

「えっ!?」

「小樽様……温あたためてください」

「温める!?　そ、それじゃあもっと薪を……」

「そうじゃないんです……小樽様の身体で温めてください……あたしを……」

　ルクスは立ち上がると、いきなり服を脱ぬぎ出した。

「お、おい！」

「小樽様……」

　下着もすべてとり、白い肌はだをあらわにする。

「…………」

　小樽は呆ぼう然ぜんとその裸ら体たいを見つめている。

　美しい──

　囲炉裏の火に映はえたルクスの裸はだかは美しかった。

「小樽様……」

　弱々しい声。
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　小樽はどこか魅み入いられたように自分の服に手をかけていた。

　やがて小樽もすべての服を脱ぎ捨てる。

「小樽様……」

「ルクス……」

　そのままゆっくりと、そしてしっかりとルクスを抱だきしめる。

　ルクスの身体はまだ冷たかった。

「寒いか……？」

「大だい丈じよう夫ぶです……小樽様が抱いていてくださるから」

「ルクス……」

「小樽様、このまま……」

　結ばれたい──とルクスは言った。

「……！」

　だが、小樽は決断が着かなかった。

　確かにルクスを愛いとしいと思う。

　ルクスの身体を守るためとはいえ、裸で抱き合ってしまったほどだ。

　けれど、それ以上のこととなると、小樽には考えられなかった。なぜなら、小樽がずっと知っていたのはマリオネットのルクスだから──

（そうだ……やっぱりこの世界は違うんだ……）

　小樽はルクスに向かって、ゆっくりと首を振ふった。横に。

「そんな……小樽様……私がいらないんですか？」

「わからねえ……けど……今、それをしちゃだめなんだ」

「なぜです!?　小樽様ぁ！」

　ルクスは泣ないていた。

　泣きながら、小樽の身体にしがみついてくる。

　そんなルクスの頭をやさしくなでながら小樽は言った。

「オレはやっぱり……マリオネットのおまえさんしか知らねえんだよ」

　その瞬しゆん間かん、世界は暗あん転てんした。
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　どこか物もの哀がなしさを感じながら、小お樽たるは扉とびらの部へ屋やにいた。

「なんだかな……」

　やりきれなさと切せつなさが入り混まじり、小樽はどこか落ち込んだ表情になる。

（夢ゆめと現実……どっちがどっちだと幸しあわせなんだ……？）

　思し考こうに気をとられたまま、小樽は灰はい色いろの扉を開けていた。




　地平線の彼方かなたまで花畑が続いている。

　普ふ通つうならば心こころ洗あらわれる光景であるはずだ。

　だが、小樽の顔にはゲンナリした表情が浮うかんでいた。

「なんだ、こりゃ？」

　それは咲いている花に原因があった。

　種類はなにかわからなかったが、いずれも独どく特とくの色をしている。

　赤と青と黄色と緑と紫むらさきと橙だいだいを混ぜればこんな色になるのだろうか。

　匂においもひどい。

　それは人間の汗あせの臭においそのものなのだ。

「なんて世界だ……」




　ガサッ……




　突とつ然ぜん小樽のすぐそばで花畑が揺ゆれる。

「ん？」

　そこからピョコッと人の頭が飛び出した。

「花はな形がた！」

　花形美み剣つるぎの金きん髪ぱつ頭あたまがそこにはあった。

「どこ行ってたんだ、花形？」

「うふふ……小樽くぅん」

　そのとき、別の方向でも花が揺ゆれた。




　ガサッ……ピョコッ！




「小樽くぅん！」

「いっ!?」

　なんとそちらにも花形の顔が現れる。

「なんだぁ!?」

　そしてさらに──




　ガサッ……ピョコッ！

　ガサッ……ガサッ……ピョコッ！

　ガサガサ……ピョコッピョコッ！

　ピョコッ！　ピョコッ！　ピョコッ！　ピョコッ！




「げげっ！」

　小樽の全身に鳥とり肌はだが立った。

「小樽くぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅん！」

　何万人という花形が花畑から顔を出していた。それこそ地ち平へい線せんの彼方かなたまで。

「小樽くぅぅん、好きッ！」

「ボクの小樽くぅぅん！」

「男同士、愛の世界に行こうよぉう！」

　花形たちがいっせいに飛び出してきた。さまざまな格かつ好こうで。

　ノーマル。学生。八や百お屋や。魚屋。肉屋。医者。教師。プロ野球の選手。サッカーの選手。兵へい隊たい。裃かみしも。美び容よう師し。演えん歌か歌か手しゆ。ファンタジック戦士。マッチョ。空から手て家か。ボクサー。宝たから塚づか。ファーストフード。ウエイトレス。メイド。猫ねこ耳みみ。ボンテージ……エトセトラ。

　しかし、すべてが花形に間ま違ちがいない。

　そして彼らの願いはただ一つ。

「小樽くぅぅぅん、愛し合おう！」




　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ！




　地平を揺ゆるがす大進撃。軍ぐん隊たい蟻ありもかくやという有あり様さまだ。

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ、助けてくれぇぇぇっ！」

　当然小樽は逃にげ出した。

「これは悪あく夢むだ！　絶対に夢ゆめ！　夢！　夢！　夢！　現実のわけがねえッ！」

「小樽くぅぅぅぅぅぅん！」

　すべての花形が小樽に飛びかかってくる。

「こいつはぜってぇ夢なんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　あらん限りの声で叫さけんだとき、ようやくのことで悪夢は暗転した。
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「助かった……」

　七つの扉とびらの部へ屋やに戻もどってきて、小お樽たるは心しん底そこホッとした表情になった。無む理りもないことといえば無理もないが。

　部屋をぐるりと見回す。

　一つを除のぞけば扉は開かれていた。

　いずれもその向こうは漆しつ黒こくの空間になっている。

（オレが拒きよ否ひしたことで世界が閉とざされた……？）

　小樽は残った最後の一つの扉の前に立った。

　黄色い扉だ。

（この向こうにはおそらく……）

　小樽はゆっくりと扉を開けた。




　目の前には勉べん強きよう机づくえと椅い子すが並ならんでいる。

　そこは教室だ。

　小樽はいつの間にか学生服を着ていた。

　そして、部屋の中には一人セーラー服の女じよ生せい徒とがいる。残されでもしたのか、教きよう科か書しよとノートを開いて、困こまったように天てん井じようを見つめている。

「ライム」

　そう、彼女はライムだ。

「あ、小樽！」

「また残されてるのか、おまえ」

　まるで決められていた科白せりふのように自し然ぜんと言葉が出た。

「えへへ」

　照てれくさそうにライムが笑った。

「しょうがねえなぁ……見てやるよ」

「うん」

「数学か……どこわからねえんだ？」

「えっとね、こことここ」

「おまえ、授業中なに聞いてたんだよ。これ、昨日きのう習ならったろ」

「だって……数字苦にが手てだもん」

「ったく……」

　決められた役を演えんじている。それが自分でもわかる。

　それなのに小樽は逆さからおうとは思わなかった。

（なんだか……）

　心が安らぐ──

「ほら、これで証しよう明めいできるだろ」

「うんと……うんと……もう一回」

　ライムがそう言いながら恐おそる恐る小樽の顔をのぞき込む。

　小樽は笑って言った。

「しょうがねえな」

「えへっ」

　いつの間にか教室の窓からは真まっ赤かな光が飛び込んでくる。

　夕ゆう暮ぐれ時どきなのだ。

「今度はわかったか」

「うん！　なんだ、簡かん単たんだね」

「調子いいな、おまえ！」

　小樽は軽くライムの頭を小こ突づいた。

「あは」

　ライムが笑わらう。

　ドキリとするように純じゆんな笑えみだ。

（ライム……）

　小樽は自分の心しん臓ぞうの鼓こ動どうが早くなるのを感じていた。

「帰りにどっか寄よってくか？」

「チーズバーガー食べたい！」

「そっか、行こう」

「うん」

　ふたりは仲良く教室をあとにした。




　ハンバーガーショップから帰る頃ころにはもうすっかりあたりは暗くなっている。

　あちこちの街がい灯とうにも灯ひが入る。

「遅おそくなったな」

「もう寒いね」

「ああ」

　言葉少なにふたりは住じゆう宅たく街がいの道を並ならんで歩いていた。

（どうしたんだ、オレ……自然にこの世界に溶とけ込んでしまっている……）

　小樽の頭の中に客きやく観かん的てきなもう一人の小樽が生まれる。

　だが、ライムが振ふり返るのを見て、もう一人の自分はすぐに首を引っ込めた。

「ここでお別わかれだね」

「そうだな」

「また明日」

「ああ、じゃあな」

　ライムを置いて、小樽は歩き出そうとした。

　しかし、ライムは動かない。

「小樽！」

　背後からいきなりライムが抱だきついてくる。

「ライム……？」

「小樽は今、すぐにボクと別れたかったの？」

　少し怒おこった口く調ちよう。

「そうじゃねえけど」

「じゃあ、すぐに帰っちゃうなんてひどい」

「お別れだって言ったの、おまえだぞ」

「小樽が止めてくれると思ったもん」

「あのなぁ……」

「女の子はね、わがままなの」

「そっかぁ？」

「ボク、ニャンコだもん」

「へいへい」

「小樽ぅ……」

　ライムがゆっくりと顔を近づけてくる。

　自然な動きで小樽も顔を近づけた。

　そして、軽い口づけ──

「ホントはね、小樽とずっといたいんだ」

「ライム……」

「ずっとずっと、毎日小樽と一いつ緒しよにいられるといいよね。夢だよね」

　夢──その言葉は小樽の頭の中に響ひびく。

「夢……じゃねえよ」

「えっ!?」

「オレの知っているライムは……オレとずっと一緒にいるライムさ」

「小樽……？」

　いきなり小樽は力強くライムを抱きしめた。

「小樽!?」

「ライム……おまえはどっちのライムなんだ？　オレと同じように夢と現実と両方を生きているのか？」

「小樽……？」

「思い出してくれ、すべてのことを！　そうさ！　オレはもうあの部屋には戻もどらない！」

　叫さけび声と同時にいきなり大地が揺ゆれた。




　ゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……




「えっ？　地じ震しん？」

「こいつは……!?」

　まわりの建物がゆっくりと倒たおれていく。

「ライム、こっちだ！」

「小樽!?」

　小樽はライムの手を引いて走り出した。

　立ち去る直前、少し離はなれた街灯の下に、あのブリキのロボットがあるのが見えた。
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　小樽の視し界かいは暗あん転てんしなかった。

　その代わり、地震はますます激はげしくなる。

　まわりの建物が次々と倒れていく。が、そこには驚おどろくべき光景が展てん開かいされていた。

　それは書かき割わりのような薄うすいベニヤで作られたセットなのだ。

「こいつは……なんてこった！」

「小樽、どうなってるの、これ!?」

「どうやら夢ゆめの世界のカラクリが解とけそうだぜ！」

　小樽はライムの手を引いて、ひたすら走った。




　ゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……




　走り抜けたところには西せい部ぶ劇げきのセットがあった。海と海かい賊ぞく船せんのセットがあった。ボクシングのリングがあった。新しん婚こん家か庭ていがあった。雪ゆき山やまがあった。気き味みの悪い花はな畑ばたけがあった。学校の教室があった。

「ライム、急いそぐぞ！」

「小樽！　小樽！」

　作られたセットの中を抜けながら、小樽は思っていた。

　これはなにかの試ためしだったのだと──

　夢と現実……違う、作られた夢だと──

　試しがいったいなんだったのか、なんとなく小樽にはわかる。それは小樽の人間の女に対する想おもいではなかったか。

　ライムたちすべてが人間の女として登場した。それ対する小樽の反はん応のうを見る──

　だが、それを見てどういう判断が下くだされるのか、それはさすがに小樽にはわからない。

　そして、こんな大がかりな試しを計画した人物は──

「それは彼女……」




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！




「小樽、ここ遺い跡せきだよ！」

「ああ……」

　小樽たちはいつの間にか石でできた遺跡の中を走っていた。そう、あの遺跡だ。外には砂さ漠ばくも見える。

　その遺跡も今や崩ほう壊かいしようとしていた。

「急ぐぞ！」

「うん！」

　前方に出口が見えてくる。

　小樽たちの真ま後うしろまで崩壊は始まっていた。

「早く！」

「小樽こそ！」

　ふたりはほとんど同時に門を駆かけ抜ぬけた。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……




　直後、遺跡は砂の中に消えた。

　あっという間だった。

「助かったのか……」

「小樽ぅ！」

　ライムが抱きついてくる。

「…………」

　だが小樽は釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。

　なにか忘れている──

　なにか──

「！」

　そして小樽は思い出した。

　もし作られた夢であったのなら、他のみんながいるということを。

「みんなは……!?　チェリーや、ブラッドベリーや、ティーゲル、ルクス、パンターは!?」

　小樽は愕がく然ぜんとした表情で砂漠を見つめた。

（ひょっとして遺跡とともに……!?）

　小樽は自分の考えを否ひ定ていするかのように必ひつ死しになって首を振ふる。

　そのとき、ライムが小樽の顔をのぞき込んで言った。

　笑え顔がおだった。

「小樽、ボクたちだけでも助かってよかったね」

「…………！」

　すべてが吹き飛んだ。

　小樽の思し考こうは一いつ瞬しゆん停止する。

　ポカンと口を開けたまま、小樽はライムを見ていた。

　やがて浮うかんだ表情は怒いかりと哀かなしみだった。

「おまえ……だれだ？」

　小樽は目の前の少女を見て、冷たい声で言った。

「なに言ってんだよ、小樽。ボク、ライムだよ」

「うそだ」

「えっ？」

「オレのライムは……オレのライムは絶対にあんなことは言わねえ！　おまえはだれだ!?　おまえはライムじゃねえ！　おまえはいったいだれなんだ!?　オレのライムはいったいどこにいる!?」

　小樽の叫さけびが響ひびく。

　叫びに答えるかのように目の前の少女は動きを止めた。

　能のう面めんのようなライムの顔──

「これは夢だ！　夢だろっ!?」

　フッと小樽は周しゆう囲いが闇やみに包まれたのを知った。

　世界は暗あん転てんした。
















第三章　目覚めるんだ！













　　　　１




　小お樽たるは砂さ漠ばくの真ん中に立っていた。

　周囲は一面砂ばかり。地平の果てまで砂があふれていて、オアシスのようなものはどこにも見られない。

　しかし、小樽はもう慌あわてなかった。

「これは夢ゆめ……夢の世界だ」

　迷いはない。

　自分はなぜか夢の世界に閉じこめられている。まるで自分を試すかのように次から次へと悪あく夢むが襲おそってくる。

　今まではなんとかその悪夢を乗り越えてきた。辛さ、せつなさ、怒り、哀かなしみ……そんなものを感じながら。

　だがそれは根こん本ぽん的てきな解決ではない。

　この悪夢から逃のがれるには唯ゆい一いつの方法は……目を覚ますこと。

「けど、どうすれば……」

　そのとき、いきなり砂漠が揺ゆれる。




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




「おおっ!?」

　砂が天高く噴ふき上がる。

　現れたのは例の砂虫だ。鎌かま首くびをもたげ、そのままの体勢で小樽に迫せまってくる。

　さらに──




　ズシィィィィン……ズシィィィィン……




　地平の彼方かなたから巨きよ大だいな陸ガメが現れた。

　ゆっくりとだが、それも小樽に向かって歩いてくる。

「わっ、なんだ!?」

　小樽は思わず後ずさった。

　それを見て、砂虫と亀かめは歩みを早める。




　シュゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……

　ズシンッ！　ズシンッ！　ズシンッ！　ズシンッ！




　巨大な生物が自分に向かって迫せまってきたとき、人はどういう反はん応のうを示すであろうか。おそらく、いや間ま違ちがいなく逃にげるだろう。恐きよう怖ふに駆かられて。

　このときの小樽がそうだった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は踵きびすを返して走り出していた。

　砂地に足を取られながらも必死になって走る。

　だが、両者はなおも追ってくる。

　地じ響ひびきと砂をかき分ける音はやむことはない。

　さらに──




　バウッ！　ワウッ！

　カァァァァァァァァァァァッ！




　ブーン……




　吠ほえ声と、鳴き声と、羽は音おとが響く。

「いっ!?」

　犬と、カラスと、カブトムシだった。

　三匹は小樽と併へい走そうしている。

「なんだ!?」

　犬は小樽のズボンの裾すそを嚙かんだ。

　カラスは小樽の上うわ着ぎをつかんだ。

　カブトムシは小樽の頭に留とまった。

　そして、それぞれ小樽の動きを止めようとしたではないか。

「やめろっ！」

　小樽は必死になって三匹を振ふりほどく。




　シュゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……

　ズシンッ！　ズズズ！　ズシンッ！




　砂虫と亀は間ま近ぢかまで迫ってくる。心なしかスピードが上がっていた。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……んっ!?」

　前方になにか立っているのがわかる。それはずんぐりと四角張っていて、灰はい色いろで、動かない──

　いや、動けないというのが正しかった。

　あのブリキのロボットだった。

「クッ！」

　小樽はロボットを大きく避さけて走った。




　ズゴッ……




　無む理り矢や理り小樽に近づこうとしたのか、ロボットは小樽の避けた方向にゴロンと転ころがった。

「！」

　そのロボットの動作に一いつ瞬しゆん気をとられたときだった。

「うわっ!?」




　小樽の身体からだがズズッと沈しずむ。




　ズシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……




　まるで急な滑すべり台に乗ったかのように、小樽は砂の斜しや面めんを滑っていく。

　ぽっかりと開いた巨きよ大だいなすり鉢ばち形がたの穴あな。それはアリ地じ獄ごくだ。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　あまりのスピードに、止めようという行こう為いがいっさい効きかなかった。まわりは砂ばかりでつかまるところはどこにもない。砂に無理矢理手を入れても無む駄だであった。

「いっ!?」

　底が見えてくる。そして、小樽はとてつもなくおぞましいものを目にすることになった。




「おたるくぅ～ん」




「は、花形！」

　アリ地獄の底にあったのは巨大な花形の顔面だった。

　大きく開けた口めがけて小樽の身体は進んでいく。

「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　あとわずかで花形の口の中、というとき──




　ズォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　いきなり天から巨大ななにかが降ってきた。

「うわっ！」

　砂虫、陸ガメ、カラス、犬。犬の頭にはカブトムシもとまっている。最後にブリキのロボット──




　ズガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　彼らが花形の顔面に激げき突とつした瞬しゆん間かん、凄すさまじい爆ばく発はつがまき起こる。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　爆発の中、小樽の視し界かいは暗あん転てんし、フッと気が遠くなった。




　　　　２




「ここは……？」

　気がつくと小樽は薄うす暗ぐらい部へ屋やに立っていた。

　窓はあるが、カーテンが引かれていていっさい光が入らない。部屋の中の明かりといえば入口近くにある飾かざりテーブルの蠟ろう燭そくだけだ。豪ごう華かな燭しよく台だいに三本蠟燭が立っている。

「…………」

　周囲を見れば、いくつかの調ちよう度ど品ひんとベッドが置いてある。いずれも重じゆう厚こうな造つくりで、年代物であることをうかがわせる。ベッドに至っては天てん蓋がい付つきだ。

　しかし、どの家具もびっしりと埃ほこりが積もっていた。もう何日も掃そう除じをしていないらしい。

　そのためか、周囲にはカビの臭においが漂ただよう。

　重厚さと相まって、それがあたりの雰ふん囲い気きを不ぶ気き味みなものに変えていた。

「どこなんだ？」

　小樽は窓に近づき、カーテンに手をかけた。




　シャッ……




「あっ！」

　部屋の中に入り込んだ光はわずかなものだった。外は木で覆おおわれていた。いっさい手を入れていない木々がまるで塀へいのようにまわりを囲っている。その木の高さから、ここが二階であることがわかった。

　ただ小樽にはそんな外の景け色しきよりも遥はるかに驚おどろいたことがあった。

　それは窓にしっかりはまっている鉄てつ格ごう子しの存在だった。

　小樽の手首ほどもあろうかという太い鉄柱で造られている。中にいる者を決して外に出さないかのように。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと鉄格子を見つめる小樽の耳に、それは突とつ然ぜん響いてきた。




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　悲ひ鳴めいだ。

　聞き覚えのある声──

「ルクス！」

　小樽は部屋を飛び出した。

　やはり壁にかかった蠟ろう燭そくの明かりしかない、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを走っていく。

　正面に扉とびら──




　バンッ！




　小樽は扉を押おし破り、中に飛び込んだ。

「うわっ！」

　が、なにかに足をとられてその場に尻しり餅もちをついてしまう。




　ビシャッ！




「いてて……えっ!?」

　倒たおれた小樽のまわりで液体が跳はねた。

　床ゆかに着いた手にもその液体の感かん触しよくがある。

　ねとねとした感覚。

　赤い。

「……！」

　小樽は真まっ赤かな池の中にいた。

　池を作っていたのは、目の前の女性から出た液体──血だ。

「うそだろ……。ルクス！」

　ルクスは事こと切きれていた。

　胸には大きなナイフが突つき刺ささっている。

「バカな……そんなバカな……！」

　ただの無む機き質しつな物体となろうとしているルクスを前に、小樽はただ呆ぼう然ぜんと立ちつくすことしかできなかった。




「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」




　さらに続けて悲鳴が起こる。

　ティーゲル、ブラッドベリー、チェリー、パンター……それぞれの声が小樽の耳に突き刺さる。

「みんなッ！」

　小樽はふたたび廊下を走った。

　そして小樽は見ることになる。行く先々で物言わぬ身となった仲間たちの姿を。

「ティーゲル……」

　ティーゲルは十じゆう字じ架かにかけられていた。胸には杭くいを打ち付けられている。

「ブラッドベリー……」

　ブラッドベリーは首から血を流して死んでいた。あたりはルクスのときと同じく血の海になっている。

「チェリー……」

　チェリーは天てん井じようから吊つされていた。首にロープがかかっている。首より上を小樽は見ることができなかった。

「パンター……」

　パンターは湯ゆ船ぶねに浮うかんでいた。湯は大きく広がったパンターの髪かみの毛によって、金色に染そまっていた。

「あ……あああ……」

　小樽は衝しよう撃げきのあまり、惚ほうけたように口をぽかんと開けて立ち尽くしていた。なにも考えられない。

「うそだ……」

　ようやく声が出る。

　たが、そのとき──




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　また悲鳴が響く。

　上──屋上からだ。

「ライム！」

　我われに返り、小樽は階段を駆かけ上がった。




　バタン！




　屋上にたどり着いた小樽の目に、ライムを突き落とそうとする男の姿が映っていた。

「やめろっ！」

　絶ぜつ叫きようし、小樽が男に飛びかかる。

　が、それより早く、ライムの姿は屋上の縁へりから消えた。




　グシャッ……




　肉が弾はじける音が響く。

「あああ……」

　男を殴なぐることも忘れ、小樽はペタンとその場に座すわり込んだ。

「そんな……そんな……」

　小樽の耳元で声が響く。

「どんな気持ちだ？」

　怒いかりに小樽は振り向く。

　だが、硬こう直ちよくするしかなかった。

　そこにいたのは──小樽だった。

「フフ……」

　もう一人の小樽がニヤリと笑う。

「人間だったらこうなるのさ」

「なにを言っている……？」

「マリオネットはこんなふうには決して死なない」

「なにを言ってる！」

「どっちがいいんだろうな、いったい……」

「ふざけるな！」

　小樽はもう一人の小樽を殴なぐりつけた。




　ガラン……




　もう一人の小樽はバラバラになって転ころがる。

　がらんどうだ。

　けれど、もう小樽にはどうでもよかった。

「やめろ、こんな悪夢を見せるのは！　オレになにをさせたい!?　オレにいったいなにをさせたいんだ!?」




　ビシッ……ガガガガガガガカガガガガ……




　小樽の叫び声とともに建物が大きく揺ゆれる。

　次の瞬間、建物は一気に崩くずれた。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　舞まい散る瓦が礫れきの中で小樽が見たものは、洋よう館かんを破は壊かいする巨大な陸ガメの姿だった。

「あれは……」

　小樽の視し界かいは暗あん転てんした。




　　　　３




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ……

　銃じゆう声せいが響ひびき、小樽は塹ざん壕ごうの中で首をすくめた。

　そこは戦場だった。

　悲鳴と銃じゆう声せいが轟とどろき、硝しよう煙えんの臭においが尽つきることはない。ときどき爆ばく風ふうがあたりの地形を変えていく。

　そんな最前線に小樽はいた。




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ……




　銃声は続く。

　小樽たち兵士は塹壕の中で身を縮ちぢませることしかできない。人間などもろいものだ。一発でも弾たまを受ければ、それはすぐ死を意味する。

「…………」

　ときどき剝はがれ落ちてくる土くれを気にしながら、小樽は周囲を見渡した。

　二人、三人と兵士たちが固まって座すわり込んでいる。無言のまま、じっと地面を見つめている。宙ちゆうに視し線せんを漂ただよわせている者もいる。目が死んでいた。

「ここには人間らしい感情などなにもない……」

　不ふ意いの言葉に、小樽は驚おどろいて振ふり返った。

　白いヒゲに覆おおわれた兵士が小樽を見ていた。

「若いの、なぜおまえさんはこんなところに来た？」

「えっ!?」

「来させられたのか？」

「オレは……」

　戸と惑まどう小樽を見て老兵士は口をつぐんだ。

「戦いに意味などないか……。だれのために戦っているのかわからんよ。この戦いは人類自らが招まねいた災さい厄やくなのだから」

「……？」

　老兵士にその言葉の意味を聞こうとしたとき、声が飛ぶ。




「全軍、前へ！」




　まわりの男たちがいっせいに銃をとった。小樽もつられて銃を構える。

「若いの、死ぬなよ」

　老兵士がそう言いながら、小樽の横に並ならんだ。




　ズゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴコォォォォォォォォォォォォォォン！




　味方の砲ほう撃げきが突とつ撃げきの合あい図ずだった。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　男たちは塹ざん壕ごうから飛び出した。

　なにも考えず、ひたすら前に向かって走る。

　前方に動いている者の姿が見えた。

　だれかが叫さけぶ。

「敵だぁぁっ！」

　その瞬しゆん間かん、男たちは手にした銃を放はなっていた。小樽も例外ではない。

　敵が倒たおれていく。

　が、それと同時に相手からの火か線せんが小樽たちの隊に集中する。

「ぐわっ！」

「ぐぎゃっ！」

　小樽たちのまわりで男たちが倒れた。

　倒れた男たちは二度と動かない。そして、小樽たち生き残っている者には彼らを抱き起こしている時間などなかった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は咆ほう哮こうし、ひたすら動いている者めがけて銃を放った。生き残るために。




　ズガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　味方の砲撃が敵てき陣じんをとらえる。

　爆ばく煙えんが周囲を包み込み、小樽はその場に慌あわてて伏ふせた。

　視し界かいは煙けむりに遮さえぎられ、一メートル先をも見ることがかなわない。

　それでも小樽はゆっくりと匍ほ匐ふく前進する。

「あ……」

　やがて煙が晴れたとき、小樽は敵陣に肉にく迫はくしていた。

　銃声はなく、立っている敵の姿も見えない。

「やったのか……？」

　小樽は敵の塹壕をのぞき込んだ。

　敵らしき者たちが地面に倒れている。

「えっ……？」

　そのとき、小樽は倒れている者たちが女性の姿をしていることに気づいた。

　いやな予感が脳のう裏りをかすめ、小樽は塹壕の中に入り込んだ。撃うたれるという思いはまったくなくなっていた。

　敵の一人を抱だき起こしたとき、小樽は愕がく然ぜんと叫さけんだ。

「ライム！」

　チェリーやブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターもいる。皆、倒れている。

　身体に銃撃の痕あとがあり、そこから火花が散っていた。

「オレが……殺した……？」

　ライムを抱いたまま、小樽はつぶやいた。

　背後から声が飛ぶ。
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「機械人形が死んでなぜ悲しがる？」

　振ふり向くとあの老兵士が立っていた。

「機械相手の戦いだ。悲しがる必要はない」

「違う！　この娘むすめたちは……！」

「機械は機械だ。プログラミングされた命令に沿ってのみ動く、心を持たない化ばけ物ものどもだ」

「違う！　こいつらは！　ライムたちは！」

「機械は所しよ詮せん機械だ！」

「違う！」

　そのとき、小樽は気づいてた。

　その老兵士の顔が自分そっくりなことに。

　それは年とし老おいた小樽自身なのだ。

「機械を愛するなんて狂きよう気きの沙さ汰ただ」

「違う！　そんなことない！　そんなことないんだ！　オレは……！」

　叫ぼうとした瞬しゆん間かん、小樽のいた大地は大きく弾はじけた。

　爆ばく発はつの中、小樽は見ていた。巨きよ大だいな砂虫がすべてを破は壊かいするさまを。

　小樽の視し界かいは暗あん転てんした。




　　　　４




　天まで届とどくような高い塔とうの頂上に小樽は生まれたときからずっと閉じこめられていた。

　粗そ末まつなベッドに、便器。それだけが小樽に与あたえられたものすべて。

　部へ屋やは二、三歩歩き回るのがやっとのほど狭せまさで、窓が一つあるだけ。ただそこからは空しか見えなかった。

　驚おどろいたことに扉とびらすらなかった。生まれたときからずっと小樽はこの部屋しか知らなかったわけだ。

　食事は日に三度、いつの間にか置かれてある。他人の姿を見たこともない。

（あああ……）

　生まれたときから話すということを体験したことがない。

　だからしゃべることができない。

（ううう……）

　けれどそんな小樽にもただ一人会う者がいた。

　ブーン……




　それは毎日やってくるカブトムシだ。

　羽音を響ひびかせ、毎日窓からやってくる。雨の日も、風の日も、雪の日も。ずっと、もう何十年も。

　それがどれほど不ふ思し議ぎなことか小樽は気づいていない。いや、気づくことなどなかっただろう。なぜなら、それがカブトムシということも知らないのだから。

「…………」

　すでに老おいが小樽の全身を覆おおっていた。

　しわがれた手で小樽はカブトムシをさわる。




　ブーン……




　喜んでいるのか、カブトムシは小樽の手の上で羽根を羽ばたかせた。

「…………」

　感情というものをこの小樽は理解していなかったかもしれない。嬉うれしいとはなにか。悲しいとはなにか。怒いかりとはなにか。楽しいとはなにか。

　カブトムシのことを小樽はなんと感じていたのか。

　人とのコミュニケーション──それがない人間のなんと寂さびしいことか……。

　小樽にはそんな寂しいという感情すら理解できないかもしれないのだ。

「…………」

　それでも小樽はカブトムシと会うときだけは安らいだ顔をしていた。




　一日が過ぎ、十日が過ぎ、一月が過ぎ、一年が過ぎ……時が過ぎていく──




「うう……」

　ある日小樽は倒たおれた。

　寿じゆ命みようだった。もはや起き上がることはないだろう。

　止まりかけた心臓の上にカブトムシはいた。

　心臓を少しでも動かそうというのか、カブトムシはそこから動かない。

　そのカブトムシを小樽はそっと触さわった。

　そして、口から言葉が出た。

「人は……だれかいないと生きていくことができないよ……」

　いつの間にか老人は消え去り、いつもの小樽がそこにいた。

「喜き怒ど哀あい楽らくを感じて……そして愛を感じて……人は生きることができる。他た人にんがいるからこそ生きることができる。愛する者がいるからこそ生きることができる」

　周囲はいつの間にか闇やみに包まれている。

　塔もなにもかも消えた。

　夢ゆめ──

「それをわからせたかったのか……？　どうなんだろう……」

　つぶやきとともに、小樽の視し界かいは暗あん転てんした。




　　　　５




　小樽はゲルマニアにいた。

　ゲルマニア軍ぐん務む省しようの中を小樽は走っている。

　狙ねらいは全ゲルマニア軍を指し揮きする中央コンピュータだ。

　ゲルマニア軍に侵しん攻こうされたジャポネスを救うには、この軍務省の中央コンピュータを破は壊かいするしかない。

　そのための必死の潜せん入にゆうだった。

　事前のコンピュータへのハッキングが功こうを奏そうし、建物の監かん視し装そう置ちはいっさい無む効こうになっている。

　それでも油ゆ断だんはできない。警けい戒かい中の人間の目までは眩くらますことができないからだ。

「クッ……」

　気が焦あせる。一刻も早くコンピュータを破壊しなければ、ジャポネスの街まちは灰かい燼じんに帰きす。

　それがため、本来ならばもっと慎しん重ちようにいかなければならないところを、小樽は強ごう引いんに走り抜けていた。

「ここを……右か」

　中央コンピュータまでの道順も完かん璧ぺきに頭に入っている。あとは人にさえ出会わなければそれですべてがうまくいく。

　小樽は祈いのるような気持ちで足に力を込めた。

「ここを左で……そうすれば……」

　天は小樽に味方した。

　結局小樽はコンピュータルームに到とう達たつするまで、他人に会うことはなかった。




　プシュッ……




　最後の扉とびらが開く。

　そして、目の前には中央コンピュータが──

「えっ!?」

　小樽は愕がく然ぜんとなってその場に立ち止まった。

　あるべきはずのコンピュータは影も形もない。いや、そもそもそこがコンピュータルームだとは到とう底てい思えなかった。

「こいつは……!?」

　そこは濃のう密みつな欲望の空間だった。

　まき散らされている欲望──それは愛欲。

　白い裸ら体たいが部へ屋やの中央で蠢うごめいている。全裸の女たちが……違ちがう、マリオネットたちがそこにはいた。

　ただ一人の男の欲望のはけ口とされているマリオネットたちが。

「ああ……」

「いい……あああ……」

　マリオネットたちの口からあえぎ声が漏もれる。

　快楽のみを感じ、恍こう惚こつとした表情で彼女たちを支配する男を見つめている。

「総そう統とう閣かつ下か……」

「もっと愛して……もっと……」

「好きにしてくださいまし」

「あたしをメチャクチャにしとくれ」

　その光景を前に小樽は動けなかった。

　快楽に身をゆだねるマリオネットはすべて小樽の知っているマリオネットであった。

　ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター──

「あん……」

　大切なところを触さわられ、ライムが悲鳴をあげた。悦よろこびの入り混まじった声。

　たまらず小樽は叫さけんでいた。

「ライム！　みんな！　しっかりしろっ！　いったいこれは……いったいこれはどういうことでぇい!?」

「こういうことさ」

　総統と呼ばれていた男がこちらを向く。

「！」

　なんとそれは小樽自身だ。

「そんな……」

「オレはおまえ。おまえはオレだ」

「なんだと!?」

「素直になれよ、間ま宮みや小お樽たる！　本当はこういうことがしたいんじゃないのか？」

　もう一人の小樽はニヤニヤと笑いながら一番間ま近ぢかにいたブラッドベリーを引き寄せた。

「あ……」

　その豊かな胸を思いっきり鷲わし摑づかみにする。

「痛い……」

「痛いだけか」

「いえ、うれしいです。ああ……」

　ブラッドベリーの目は悦よろこびにあふれていた。

「こいつらも喜んでいるぜ、おめえといるときよりもな」

「黙だまれ！」

「小樽……じゃあ聞くが、おめえはこいつらのだれを選ぶんだ？」

「なにっ!?」

「だから最後はこいつらのだれを選ぶのかと聞いている。だれにも彼にも優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度をとり続けて、こいつらがうれしいとでも思っているのか!?」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、小樽は言葉に詰つまる。

　だれを選ぶ──そんなことは考えたこともなかった。けれど、自分の態度が全員を傷つけているのではないかという恐おそれはあったのだ。

「偽ぎ善ぜん者しや」

「…………」

「おまえさんはこいつらのだれにも悦びを与あたえることができねえ。だったら、こういう世界もいいと思わないか？　オレはこいつらのだれも選んでいない。けど、こいつらすべてを愛することはできる」

　そう言いながら、今度は両りよう脇わきにいたルクスとティーゲルに手を伸のばす。

　もう一人の小樽に触られた二人は、やはり悦びの声をあげ、エクスタシーに達した。

　その場にゆっくりと倒れ込み、息を大きく弾はずませたまま動かない。

「だれも選べない。すべてを愛せない。それがおまえだ」

「そんなことは……」

「ないと言えるのか!?　本当にないと言えるのか!?　こいつらの顔がこんなふうに悦びにあふれたことがあったのか!?」

　マリオネットたち全員がもう一人の小樽にからみついていく。

「愛して」

「もっと愛して」

「あたしを」

「オレを」

「愛をちょうだい！」

「あたしを愛して！」

「やめろっ！　やめてくれっ！」

　あらん限りの声を振ふり絞しぼり、小樽は叫んでいた。

「オレはみんなのことが好きだ！　まだだれも選ぶことができねえ！　けど、みんなのことが好きだ！　オレはみんなのことを守る！　絶対に！　甘あまえかもしれねえけど、みんなもオレのことがわかってくれているはずだ！　オレは……オレはそう信じている！」




　バゥゥゥゥゥッ！

　カァァァァァァッ！




　叫び終えた小樽が見たのは、部屋に飛び込んできた犬とカラスの姿だった。

　二匹はそのままもう一人の小樽に体当たりする。続いて、六人のマリオネットにも。




　ガラン……ガラン……ガラン……




　もう一人の小樽も、マリオネットたちもがらんどうの人形となって床ゆかに転ころがった。

「あ……」

　すべてが終わった後、犬とカラスは小樽を見つめていた。

「おめえさんたちは……」

　その目の優しさに見覚えがあった。

　目はこう語っていた。

　あなたの気持ち、わかってる──と。

「そうか……おめえさんたちは……」

　正体に気づいたとき、小樽の視し界かいは暗あん転てんした。




　　　　６




　漂ただよっている。

　小樽はふわりふわりと漂っている。

　小樽の身体は宙に浮うかんでいた。

　いや、そこには身体などなかったかもしれない。概がい念ねん的てきに自らの姿の輪りん郭かくのみが意識されているに過ぎないのかもしれない。

　あったのは意識だ。

　小樽という意識。

　意識は感じていた。温ぬくもりを。

（ああ……そうか……）

　すぐそばに漂っている者たちがいる。

　砂虫と──

　陸ガメと──

　カブトムシと──

　犬と──

　カラスと──

（おめえさんたちは……）

　砂虫、陸ガメ、カブトムシ、犬、カラス……外側の輪りん郭かくは崩くずれつつあった。残った意識は本来の姿をとっていく。

　あの砂虫は本当のブラッドベリーだったのだ。

　あの陸ガメは本当のティーゲルだったのだ。

　あのカブトムシは本当のチェリーだったのだ。

　あの犬は本当のルクスだったのだ。

　あのカラスは本当のパンターだったのだ。

（なぜ今まで気づかなかったのかな……オレは……）

　試されている──そう感じたとき、気づくべきだった。しかし気づかなかった。

　彼女たちは気づいて欲しかったに違いない。

　それなのに気づかなかった。

（すまねえ……）

　だがだれも怒いかりはしなかった。

　皆微笑ほほえんでいた。

　気づいてくれた喜びに浸ひたっていた。

（あとは……ライムはどこにいるんだ？）

　小樽はまだ姿の見えないライムのことを思った。

　その瞬しゆん間かん、初めて視界は光に包まれた。




　　　　７




「ふぃぃ……」

　土ど間まから上がったところで小樽は倒たおれ込んだ。

　全身を疲ひ労ろうが包み込んでいる。

「今日も疲つかれた……」

　その日の仕事は、ニュー隅すみ田だ川がわの河か川せん工事の現げん場ばだった。

　現場の親おや方かたにみっちり指さし図ずされ、朝から晩まで休みなく働いた。生活のために。




　ガラッ……




「小樽くぅ～ん！」

　すっとぼけた声がする。花形だ。

「小樽くぅん、お芋いもを煮にすぎちゃったから持ってきたよ！　お裾すそ分わけ、お裾分け」

「ああ……いつもすまねえな、花形」

「うっう～ん、愛する小樽クンのためだもぉ～ん」

「だから気き色しよく悪わるいからそういうのやめろよ！」

　小樽はそのまま床ゆかを這はってちゃぶ台の前に行く。そこまで来て、ようやく身体を起こし、花形の持ってきた芋の煮にっ転ころがしにかぶりついた。

「うん、うめえじゃねえか」

「わーい、うれしい！」

「ふぃぃ……疲れたときはうまい飯めしと熱い風ふ呂ろが一番だな」

「それなんだけどさぁ、小樽くぅん……なんでマリオネットに働かせないんだい？　マリオネットを買うお金がないのならボクが貸すからさあ」

　またその話か──とばかりに小樽はげんなりした表情になった。

「いいじゃねえか、オレは働くのが好きなんだよ」

「今時変だよ。マリオネットに働かせないで人間が働くなんて。そんな変わり者、このジャポネスじゃもう小樽クンしかいないよ」

「オレはマリオネットに働かせるのがいやなんだよ！　あいつらは伝説の『女』の姿を象かたどっているっていうじゃねえか。かつてオレたち男は女を守っていたっていうぜ。そんな姿をしたのを働かせるなんざ、オレの男が立たねえ！」

「また出た。小樽クンの伝説の『女』話が……。小樽クン、この世界で今までマリオネットのマスターになったことがない人間なんて、造られたばかりの赤ん坊を除のぞけば、小樽クンぐらいしかいないよ」

「けっ、オレは一生マリオネットを……」

　そこまで言ったとき、小樽の口が止まる。

　そのまま怪け訝げんな表情になり、小樽は黙だまり込んでしまった。

「どったの？」

「花形……オレは本当に一度もマリオネットのマスターになったことがないか？」

「ないよ」

「……いや、そんなはずねえぞ。確か……」

　なにかが思い浮うかぶ。マリオネットの姿らしきなにか。

　だが、その瞬しゆん間かんまるで頭の中に霧きりが立ち込めたようになにもかもがぼやけてしまう。

「あれ……おかしいな……」

「変な小樽クン。ともかくマリオネットを持ったほうがいいよ。こんな壊こわれたロボットなんかよりさ」

「えっ？」

　小樽は花形の向いた方向を見た。

　そこに四角張ったプリキのロボットがいた。

「こいつは……」

「こんなポンコツは早く捨てなよ。そいでもってマリオネットを買って、遊んで暮らそうよ！　あ、お金の件だったらいつでも相談に乗るからね」

「ああ……」

　小樽はもう花形のほうを見ていなかった。

　じっとロボットを見つめている。




　ギギギギ……




　さびれた金きん属ぞく音おんが響ひびき、ロボットが動こうとするのがわかる。が、動かない。動けないというのが正しいか。

「まだ生きているんだな、こいつ……」

　いつの間にか花形の姿は消えていた。

「帰ったのか」

　気にせず小樽はロボットを見た。




　ギギギギギギギ……




　ロボットはなおも動こうとしている。

「ん……？」

　小樽のもとに近づこうとしている。

　それを見ながら小樽はつぶやいた。

「マリオネットか……」

　小樽はまるでロボットに語りかけるように言った。

「あいつらはなんでもこの星に人間が来たときに造られたそうだぜ。かつてオレたちの先祖が地球とかいう星にいたときには存在した『女』っていうのをもとにして」




　ギギギギギギ……




「変かもしれねえけどさぁ……オレはその『女』ってやつのことを考えると胸がドキドキしちまうんだよ。それが高じて、マリオネットを見てもついドキドキしちまうこともある。おかげでみんなからは変へん態たい扱あつかいされてっけどさぁ」




　ギギギギギギギギ……




「オレはときどき思うんだ。マリオネットのことが好きになったっていいんじゃねえかって。ただ……形だけじゃな……心があればな……。人間の心が……女の心が……そう、女の心……女の心…………女の心!?」

　小樽は自分の言葉を呆ぼう然ぜんと繰くり返した。

　そのとき、確かに浮かんだのだ。女の心のこと。女の心を持つマリオネットのこと。




　ギギギギギギギギギギ……




　ロボットはわずかずつだが動いて、小樽のほうに近づいてくる。

「女の心……乙女おとめ回かい路ろ!?」

　ついにその言葉が出た。

　ゆっくりと小樽は思い出していく。

「乙女回路を持ったマリオネット……オレはそいつらに出で逢あって……。そいつらの名前は……チェリー……ブラッドベリー……ティーゲル……ルクス……パンター…………そして最後の一人が……」

　小樽はロボットを見た。

「おまえ……ライムか？」

　小樽はロボットに手を伸のばす。

　手と手が触ふれようとしたそのとき──




　ガラッ！




「ただいま、小樽！」

「えっ!?」

　玄関が開き、そこに立っていたのはライムだった。

「えっ!?　おまえ……？」

　驚おどろく小樽の前にライムがやってくる。間ま違ちがいない。本物のライムだ。外見だけならば。

「フフフ……小樽」

　ライムはそのまま小樽に抱だきついてきた。

「お、おい」

「小樽、抱きしめて、ボクを。ボクの身体、やわらかいでしょ」

「なに言ってんだ、おまえ！」

「そんなブリキよりもボクのほうがいいでしょ」

「えっ……!?」

　妖よう艶えんな笑えみを浮うかべるライムと、ブリキのロボットを見み比くらべる。




　ギギギギギギ……




　ロボットは前よりもけたたましい音を立てて小樽に近づこうとしている。

「ライム……？」

「小樽、ライムはボクだよ。ほら」

　ライムはいきなり服を脱ぬぎ始めた。

「おい、なにを！」

「ほら、小樽、ボクを見て！」

　すべてを脱ぎ捨てたライムは、小樽に身体を見せる。

「伝説の『女』と同じでしょ」

「あ、ああ……」

「だからボクのほうがいいでしょ。ね、小樽」

　選べというのか。目の前のライムか、ロボットのどちらかを。

「おい、それって……」

「ボクとずっとずっと一いつ緒しよにいようよ。そんなロボットよりもボクのほうがいいでしょ。ボクとなら幸せに暮くらせるよ。でも、そんなロボットと一緒に暮らして幸せに暮らせる？　すべての欲望が満たせる？」

「おい、待てよ！」

「ボクはできるよ」




　ギギギギギギギギ……プシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




　いきなりロボットが蒸じよう気きを吹ふき上げた。

「わっ、なんだ!?」

「きゃっ！」

　蒸気の勢いに、小樽もライムも思わず手で顔を覆おおう。

　だが、そのとき小樽はロボットの声を聞いた。確かに。




「ボ・ク・オ・タ・ル・ガ・ス・キ」




　蒸気の勢いきおいが弱まったとき、小樽は立ち上がった。

「小樽？」

　一瞬だけ、小樽はライムのほうを見た。

　が、小樽が抱きしめたのはロボットのほうだった。

「オレのライムはこっちだ！」




　シュワァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　今度ロボットから飛び出したのは光だった。

　光の中でロボットの姿はライムへと変わっていく。

「小樽！」

　ふたりは思いっきり抱き合った。

　そして、世界は光の中に消えた。
















終章　主しゆの御み心こころ













　　　　１




　小樽は目を覚ました。

　まず最初に白い天てん井じようが見える。

　そして、垂たれ下がった無数のケーブル──

「えっ!?」

　意識はしっかりと覚かく醒せいし、小樽は周囲の状じよう況きようを認にん識しきした。

　小樽はベッドに寝ねかされていた。それは手術に使うようなベッドだ。

　そして、小樽の身体からだにはたくさんの細かな機械が取り付けられていた。機械はケーブルを通じて、部へ屋やのあちこちに繫つながっている。

　どうやらこの部屋そのものが巨きよ大だいななにかの装そう置ちらしい。

「こいつがオレに夢ゆめを見せてたってわけか……」




　バシッ……ビシッ……




　機械を身体から引っ剝ぱがして起き上がる。

　そのときになってようやく気づいた。

　小樽の周囲に同じようにライムたち六人が寝かさせられていることに。

「おい、ライム！　ライム！」

　小樽はライムのベッドに近寄り、身体を揺ゆする。

　その拍ひよう子しにライムの身体につけられていた機械の一部がとれた。

「ん……んん……？」

「ライム！」

　ライムが目を覚ます。

「あ、小樽……」

　ライムは小樽の姿を認めると、すぐに笑顔になった。

　そのあとで一瞬不ふ思し議ぎそうな顔をして、ポツリと言った。

「あれが夢っていうのかなぁ……ボク、夢見たよ、小樽の！　みんなもいた！　ちょっぴり哀かなしかったけど……最後はうれしかった！」

「そうか……よかったな」

　小樽はライムの頭を撫なでた。

「えへへ」

　とライムは笑った。




　　　　２




　一時間後、小樽たちはその建物をあとにしていた。

　砂さ漠ばくのど真ん中にある小さな建物。それが小樽たちを足止めしていた施し設せつだ。だが、地上に出ていたのはほんの一部で、その数倍の機械室が地下に埋うまっているということだった。

　チェリーとルクスの調べたところでは、それはやはり眠ねむっている人間に自由自在に夢ゆめを見させることができる機械ということだった。しかも、他の意識をも巻き込むことができるという。

「みんなもじゃあオレの夢を……」

「あ、はい」

　なぜか全員が顔を赤くした。

「えっ？」

「小樽様……私の裸はだかを見ました？」
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「マスター、あたし、エッチなシーンありましたけど、あれはあたしじゃありませんから！」

「なんかこっぱずかしいよな……こういうの」

「そ、そうだな……」

　小樽も想おもわず顔を赤くした。

　夢の話はそれでおしまいになった。

　心をのぞかれるということはとてつもなく恥はずかしいものだ。

　小樽がセイバーマリオネットたちの気持を考えたというよりも、セイバーマリオネットたちが小樽のことを考えた結果だった。

　だが小樽には考えなければならないことがある。

　もう一つチェリーたちの話でわかったことがあった。小樽をあの場所に連れていったのは六人のセイバーマリオネットだというのだ。

　たまたまチェリーの記き憶おく回かい路ろがそのときの映像を残していたが、それによるとニューテキサスを出た翌日、突とつ然ぜんセイバーマリオネットたちは自分自身の意識を失って、眠っている小樽をここに連れてきてしまったということだ。

　もちろんこの場所のことを事前に知っていた者はいない。そして、映像では残っているが、そのときの記憶がある者もいない。

「…………」

　六人を操あやつったのがだれなのか小樽はもうわかっていた。

　あのニューテキサスの事件のとき、最後の最後でニューテキサスのすべてのマリオネットを動かなくした力──

　それと同じことが六人に起こった。

　そんなことをできるのはただ一人──オリジナル・ローレライ。

（ローレライがオレを試したというわけか……けど……ローレライはなにを知りたかったんだ……？）

　漠ばく然ぜんとした不安が小樽を襲おそう。

　迫せまり来る真のローレライとの邂かい逅こう。それは決して心楽しいものではないのかもしれない。

　しかし、もちろんそれを避さけることはできない。

　すべての人類のために。

　そしてライムたちのためにも。

「マスター、ここから東に一〇〇キロのところに強い金きん属ぞく反はん応のうがあります！」

「おそらくはメソポタミア号ですわ、小樽様」

「わかった！」

　小樽は全員と視し線せんを合わせる

　だれもかれもが決意と不安のいり混まじった表情をしていた。

　そう小樽でさえも。

「さあ、行こう」

　小樽は歩き出した。

　六人のマリオネットが続く。

　旅の終わりに向かって。







　そのころ、だれもいなくなった施し設せつでまだ寝ている男がいた。

「むにゃむにゃ……小樽くぅん、ああん、そんなとこ……好き……チュッ」

　幸せそうに花形はそのまま寝続けるのだった。







　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会XI





花形「むむむっ！　どういうことだ!?　最近、この座談会にはいつもボクが一番乗り……今回もまだだれもいない……。はっ！　まさか、これは、この品ひん行こう方ほう正せい、学力優ゆう秀しゆう、見み目め麗うるわしく、純じゆん情じよう可か憐れんな、このスーパースター花はな形がた美み剣つるぎがいよいよ主役になるということだろうか！　そうか、あのポンコツにして凶きよう悪あく陰いん険けん、ガラクタにして腹はら黒ぐろ凶きよう暴ぼうな機械人形どもがついにクビになって、ボクと小お樽たるクンの愛の日々を赤せき裸ら々らに綴つづる物語が始まる……ううううううっ、なんという感かん激げき！　なんという感動！　これはあの『隣町のさよちゃんがおイモを食ってブー……つまり、さよおなら』という某ぼう作品の某ダジャレを聞いたとき以来の感動だぁぁっ！　そうだ、もうだれにも遠えん慮りよはいらないんだ！　叫さけぼう、小樽クンへの愛を！　この花形美剣の持つ、一四万八〇〇〇光年の壮そう大だいなる愛を！　往復で二九万六〇〇〇光年だ！　一年の命だ！　大和ヤマトよ、永遠とわにだ！　ダッシュだ！　あの夕ゆう暮ぐれの原子力発電所に向かって！　わーっ、巨きよ大だい生物の逆ぎやく襲しゆう！　しかぁし、この愛に生き、愛に燃える花形美剣は決して負けない！　そう、なんといってもこの花形はフランスの女王なのだぁぁっ！　くやしかったらベルサイユにいらっしゃい！」

小樽「いい加減にしやがれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　　　　ＳＥ（ドカァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！）

　　　　──花形、コークスクリュー状に飛んでいき、壁かべに激げき突とつ。




花形「ぐぉぉぉぉ……き、きいたぜ……さすがは小樽クンの黄おう金ごんの左……ギャラクティカ・マグナム……」

小樽「なにわけのわかんねえこと言ってんだ、このバカ！」

花形「きゃいん、きゃいん。だって小樽クンもポンコツもだれもいないんだもん。あれは男の純じゆん情じようってヤツさ」

小樽「なにが男の純情だ！　いいか、耳の穴あなカッポじってよく聞け！　座談会はな、今回が最後なんだよ！」

花形「いっ!?」

小樽「だから最終回。ジ・エンド。はい、終わり」

花形「なしてだにぃ？　この物語さ、まだ終わってーへんだかベンジョ？」

小樽「どこの生まれだ、おまえは！」

ライム「小樽、小樽！　そろそろ漫まん才ざい終わった？」

小樽「漫才なんかしてねえよ、だれも！」

ブラッドベリー「それにしちゃ、ずいぶん長々とやってたじゃんか」

小樽「それはこのバカが……」

花形「きゃいん、きゃいん」

チェリー「ともかくこのジャポネスティックな座談会のほうは一足お先に最終回なのですから、もっと有効に使いましょう」

ブラッドベリー「で、なにやるの？」

チェリー「それはですねえ……あたしとマスターの愛の日々を振ふり返って……」

ライム「あ、花ちゃんとおんなじ」

チェリー「（心底いやそうに）やめてぇぇぇぇぇぇっ！」

花形「（同じく）やめてぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

チェリー「あんたはいいの、あんたは！」




　　　　ＳＥ（ドカァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！）




花形「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　　　　ＳＥ（キラッ！）




ライム「わーい、わーい、お約やく束そく！　星になった！　キラキラァ！」

ティーゲル「はい、そこまでそこまで」

ルクス「さっさと話を先に進めましょう。座談会だって永遠にできるわけじゃないんですから」

花形「そうそう」

パンター「簡単に戻もどってくるな！」

小樽「（大きくタメ息）はぁぁぁぁ……ともかくだ。今まで物語が終わった後でこうしてみんなに集まってもらって座談会をやってきたわけだけど、こいつにも立派な意味があったんだぜ」

チェリー「えっ、そうだったんですか？　あたしはまた、作者がラジオドラマが書きたいのになかなか書かせてもらえないんで、ここで憂うさを晴らしてるとばっか思ってました」

小樽「あのなぁ……」

ティーゲル「この座談会の真の目的はね、あたしたちと読者との交こう流りゆうにあったのよ」

ライム「拘こう留りゆう？」

ティーゲル「そうじゃなくて交流！」

チェリー「でも、そんなこと言ったって、読者のおハガキを紹しよう介かいしたことなんかないし」

小樽「まあそうなんだけどな。なんていうか、オイラたちのキャラクターをもっと親しんでもらおうって魂こん胆たんがあったのよ」

ルクス「言い方を換かえれば読者サービスってわけね」

ブラッドベリー「そんだったらあたしが脱ぬいだほうが……」

パンター「このオレの肉体美を……」

小樽「おいおい」

ティーゲル「よくテレビドラマのＮＧ集とかあるでしょ。あれなんか結構喜んで見る人多いじゃない」

チェリー「そういうことなのですね。さすがに小説じゃＮＧ集はできないけど、そのかわりネタばらしとか楽屋オチとか」

ティーゲル「そうそう。そういう所って、作者がファンのとき結構見たかったところらしいのよ。それでこういうコーナーを作ったというわけ」

小樽「ただどうやらあの作者の作品でこういった座談会がつくのはこの本で最後らしいぜ」

パンター「それじゃあ、こいつが全作品で、本当に最後の座談会ってことか」

小樽「まあ、なんというか、こういうコーナーも賛さん否ぴ両りよう論ろんで……本編のほうがギャグ一色ならいいんだけど、例えばドシリアスなストーリーのあとだと、浮ういちまうんだよな」

ルクス「そういえば余よ韻いんが壊こわれた、なんて批ひ判はんの声もありましたわね」

ブラッドベリー「そうそう第五巻とか苦労しましたわね」

小樽「書く方も読む方も良よし悪あしってわけさ」

チェリー「そういえば、あのお邪じや魔ま虫むしさんはこの座談会で一番得した人ですわよね」

花形「そのとおり！　このボク、天才花形美剣は、座談会の帝王ですっ！」

ブラッドベリー「嬉うれしいか？」

花形「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん、座談会でしか目立てないなんて悲しぃぃぃぃっ！」

小樽「さあて、次巻はいよいよ最終巻だぜ！」

ティーゲル「それじゃあ、最終巻に向けての言葉でこの座談会を締しめることにしましょうね」

パンター「じゃあ、最初はオレからいくぜ！　オレはなんていうか口べたで気持ち伝えるのがヘタだったけど、この座談会のおかげで結構いろいろと言えたぜ！　オレのこと応おう援えんしてくれたみんな、ありがとな！」

ブラッドベリー「あたしゃもっともっとお色気出したかったけどねえ。ただいろいろと本ほん音ねで話せたんで、ま、よかったかな」

ルクス「なんか私……ここの座談会でかなり性格が決められたような気がしたんですけど……どんどん崩くずれていったような……よかったのか、悪かったのか。あの……喜んでもらえましたか？」

チェリー「それはあたしも同じ。ここで性格がどんどんねじ曲がっていってしまって、それが本編にも反映されちゃったりして……あーん、清純な性格を返せぇぇっ！……って、こういうこと言うと認めたことになっちゃうかしら？」

ティーゲル「あたしは……本編ではほとんどギャグができないので、たまに笑いがとれてよかったかな。あと、本編のほうのあたしのブルマー姿がいつの間にか消えちゃったのはなんとなく性格に合わなくなったからだそうよ。最後のネタバレでした」

ライム「ボクはね、ボクは小樽と一いつ緒しよにいられたから、ここのコーナー好き！　大好き！　チョー好き！　じゃあ、次の最終巻を楽しんでね！」

小樽「いろいろ言いたいことはあるけどよぉ……ま、いいや。次巻ではきっちりと男を決めるぜ！」

花形「では、最後にボクが……」

全員「それじゃあ、みんな、ありがとね！」

花形「いや～ん、またこういうオチ!?」









　あとがき







　この本が出る頃ころにはテレビアニメの『セイバーマリオネットＪtoＸ』も最終回を迎むかえているでしょうか。

　自分の原作作品でありながら、こんなことを言うのもなんなんですが、『セイバーマリオネットＪtoＸ』は近きん来らい稀まれにみる傑けつ作さくだと思っています。いやホント、マジで！

　前作のときからそうだったのですが、基本的にアニメに対するこちらの態たい度どは「キャラクターさえ変えなければなにをしてくれても構かまいませんよ」というものでした。キャラクターとは、その姿すがた形かたちだけでなく性格からしぐさ、目的意識そういったものすべてを指さします。そのキャラクターも絶対的なのはメインキャラだけ。例たとえば楊明ヤンミンなどはかなり表向きは違ちがっていますが、あれも裏に回れば同じなのでオッケーなのです。

　そんな中、今回の特にお願いしたのはヘスの扱あつかいについてでした。監かん督とくをはじめとする皆さんはそれを見事に守ってくださって……改あらためてここに感かん謝しやします。本当に本当にありがとうございます。

　はっきり言って、アニメ独自の魅み力りよくが加か味みされて、もともとアニメ界出身の僕などは他人と話すときも思わずこんなことを言ってしまいます。

「セイバーのアニメは完全に原作を超こえたよね」

（おいおい、もうちょっとプライド持てよ、あかほりよ！）

　ただそんな中で一つだけ引っかかることがありました。それは他でもない、ラストのラスト、大ラストについてです。

　まだ見ていらっしゃらない方もおられると思いますので、はっきりとここではストーリーを記しるしませんが、たぶん、多くの皆さんがあのラストを好こう意い的てきに受け止めてくれると思っています。しかし、残ざん念ねんながら私はそう簡かん単たんにはいきませんでした。その理由は、次巻最終巻（第一二巻）を読んでいただければわかると思います。

　正直悩なやみました。脚本をいただいたのはまだ『セイバーマリオネットＪtoＸ』の放映が始まる前です（そのころにはもうそこまで脚本ができあがっていたのです）。僕の育ての親ともいうべき直ちよつ系けいの大だい先せん輩ぱい、関せき島しまさんの脚本はタメ息が出るほど見事なものでした。下しも田だ監督や春はる田たプロデューサーからお話を聞き、なぜああいう形になったのかもわかりました。けれど、それでも悩みは解決しませんでした。

　春田プロデューサーからは「手直しはできますから遠えん慮りよなく言ってください」などと温あたたかいお言葉をかけていただきましたが、現げん場ばに口出すということは勇気のいるものです。ましてや今までまかせっきりだったのですから。

　結けつ局きよく悩みながらも、前作があって今回があると、もうこれしかないよなと自分を納なつ得とくさせました。

　ただこれで終わったわけではなかったのです。

『セイバーマリオネットＪtoＸ』の放映が始まって、自分の原作（連載）もラスト近くになると、あの件が幾いく度どとなく思い出されました。何度「ちょっと相談したいことが」と監督に電話をかけようと思ったかしれません。

　そんなとき最終回のコンテが送られてきたのです。

　涙なみだが出ました。自然に。素す直なおに。

　必然かどうかはわかりません。しかしこのラストは間ま違ちがいなくありだと思いました。原作者というよりも、熱ねつ狂きよう的てきなセイバーマリオネット一ファンとして。

　ラストについてはずっとずっと考えさせられるでしょう。それはもはやいいのか悪いのかというのではなく、一つの物語の完結として。

　原作のラストとの比ひ較かくはナンセンスです。どちらも『セイバーマリオネットＪ』なのですから。

　自分が産み出した『セイバーマリオネットＪ』という作品がさまざまな方の手によってこれほど大きく育つとは。クリエイターとして、元々企画をやってきた人間として感かん無む量りようです。関係者のみなさん、本当に本当にありがとうございました。




　さて、そういうわけで原作のほうもいよいよ次巻で完結です。もはやあーだこーだ言っても詮せん無ないことなのでやめます。本当はいろいろ聞いてもらいたくてしょうがないのですが、やはり書いたもので勝負するのが筋すじですから。

　ぜひとも読んで感想を聞かせてください。物語というものについて真しん剣けんに話し合うことほど幸せなことはありませんから。




　最後になりましたが、この本を執しつ筆ぴつするにあたって、これまたさまざまな方に迷めい惑わくをかけてしまいました。

　表紙挿さし絵えのことぶき先生。富士見ドラゴンマガジンの菅すが沼ぬま編集長。富士見ファンタジア文庫の白しら山やま編集長、塩しお田だ副編集長、山やま田ださん、工く藤どう君。あと、出版部や営業のみなさまも、本当に本当に申し訳ありませんでした。

　今後は心を入れ替かえて……と言ってもだれも信じてくれないので、言いません。ま、次こそは……の精神で。

　読者のみんなも本当にありがとう。





一九九九年二月　あかほりさとる






【追伸】コミックドラゴンで新連載を始めました。『ＲＡＮＴＯ☆魔ま承しよう録ろく』というコミカル伝でん奇き探たん偵てい物語です。絵師は奥おく田だひとし先生。うう～ん、興こう奮ふんするぜぇい！




【追伸の追伸】いろいろ他にも作品を手がけておりますので、どこぞで見かけたら応おう援えんしてくださいまし。企画ってやっぱり楽しいね。




【追伸の三乗】中村うさぎ先生の作品がアニメになるんだって……うさぎ先生、金くれぇい！




【追伸の四乗】やっぱりギリシャに行こう。ギリシャ、ギリシア……どっちかな？










ＳＭガールズ




セイバーマリオネットＪ




11．機き械かい乙女おとめは少しよう年ねんの夢ゆめを見みるか？








あかほりさとる
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